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第４章 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた活動 
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１ 「精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築推進事業」における各事業の実施例 
 

ここでは、「精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築推進事業」における事業について、それ

ぞれの内容等について解説します。あくまで当該事業に該当する内容について解説をしておりますので、

これらの事業のみで「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」の構築がなされることを意味するも

のではありません。 

 

（１）普及啓発に係る事業 
 

事例テーマ（事業名） 

千葉市精神障害にも対応した地域包括ケア構築推進事業 
 

自治体名（圏域名） 千葉県千葉市 人口 980,219 人（令和 2 年 1月時点） 

精神科医療機関の数 病院 9 ヶ所 診療所 46 ヶ所 

 

Ｋｅｙ Ｗｏｒｄ 

専門分科会 多機関による支援チーム 若年層への普及啓発 

アピールポイント 

・医療、福祉等各関係機関の担当者と行政（精神保健福祉課）の「顔の見える関係」が築かれている。 

・検討・審議が中心の連携会議と、実働中心の分科会（3つの隊）に分かれ、会議の 2層化を図った。 

 

〇活用している協議の場 

   ・活用している協議の場 

     …千葉市精神障害にも対応した地域包括ケア構築推進事業連携会議 

   ・事務局 

     …千葉市保健福祉局高齢障害部精神保健福祉課 

   ・参加機関 

     …行政機関他部署（高齢・障害）、医療機関、事業所、当事者、家族会、法曹関係者など 

 

〇解決が必要な地域課題 

・病院や事業所間で、地域移行支援に係る意識の温度差は低減されているものの依然見受けられ

る。 

・地域住民の理解及び関心の喚起がなかなか進まない。 

・ピアサポーターの養成や、雇用の実現に向けた取組が必要である。  
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〇支援体制上の課題 

自立支援協議会と当該協議会との連携体制の構築 
 

〇取組内容（事業の内容） 

３つの専門分科会に分かれ、精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に取り組んで

いる。 
①長期入院中の患者の地域移行に取組む隊【進め隊】 
②広報啓発活動に取組む隊【広め隊】 
③ピアサポーターに関する活動に取組む隊【深め隊】 

 

〇体制づくりの工夫・内容 

各取組とも、前年度の反省点を踏まえ、工夫しながら取り組んでいる。 

進め隊：相談支援事業所、訪問看護、地域包括支援センター、行政機関等による支援チームを結

成し、市内 4 病院の対象者からニーズを聞き取り、日中活動や宿泊型施設の体験等の

プログラムを実施した。 

広め隊：病院、相談支援事業所、地域包括支援センター、訪問看護、家族会、当事者、行政等で、

広報啓発チーム（広め隊）を結成し、市内の各公民館と共催で住民向け研修会を開催し

た。 

また、市内小・中・高および大学と連携して、若年層への理解促進を図るためのプロジ

ェクトを展開している。 

深め隊：ピアサポーター交流会や、養成講座を視野に入れたプレ研修会を実施した。代表的な活

用モデルをひとつ確立し、他にも拡大・応用を図っていくこととしている。 
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（２）精神障害者の家族支援に係る事業 
 

事例テーマ（事業名） 

家族支援 
 

自治体名（圏域名） 千葉県船橋圏域（市町村数 1 ヵ所） 人口 633,263 人（2018年 4 月時点） 

精神科医療機関の数 病院 3 ヶ所 診療所 28 ヶ所 

 

Ｋｅｙ Ｗｏｒｄ 

家族会との連携 ピアサポーターの活用 相互理解 

 

〇活用している協議の場 

   ・活用している協議の場 

     …船橋圏域地域包括ケアシステム構築推進協議会（圏域毎の協議の場） 

   ・事務局 

     …船橋市地域活動支援センター 

   ・参加機関 

     …医師会、医療機関、訪問看護、家族会、社会福祉協議会、基幹相談支援センター、障害者就

業・生活支援センター、保健所、市、県、相談支援機関、就労移行支援事業所、就労継続支

援 B 型事業所、住宅系支援事業所 

【留意点】 

千葉県における圏域毎の協議の場については、圏域毎に配置されたコーディネーターが所

属する事業所等が事務局機能を担っている。 

 

〇解決が必要な地域課題 

・都市型地域（地域のつながりの難しさ）における孤立化 
・家族から障害を持つ当事者にどのように関わったらよいか学びたいとの希望があった。 
 （例：服薬の仕方や日中の過ごし方を聞いたり、当事者の率直な思いを聞きたい） 

 

〇支援体制上の課題 

・家族会の高齢化と担い手の育成 
 

〇取組内容（事業の内容） 

・保健所主催の家族向け学習会にピアサポーターを派遣した。 
・市内の家族会とピアサポーターとの交流会を開催した。 

 



    

150 
 

〇体制づくりの工夫・内容 

・市内家族会と連携し事業を開催している。 
・ピアサポーターを活用し、相互理解の場を設けている。 

 
〇取組による効果（事業の成果） 

・ピアサポーターの体験談を家族が聞くことで障害理解を深めることが出来た。また、ピアサポ

ーターも家族が抱える問題を知る場ともなり、相互理解の機会となった。 
 

〇支援体制上の効果 

・市内家族会と共同して取り組むことで互いの活動の PR となり、会員の拡充などにつながる。 

 

 

事例テーマ（事業名） 

家族支援事業 
 

自治体名（圏域名） 千葉県柏圏域（市町村数 1 ヵ所） 人口 420,229 人（H31 年 3 月時点） 

精神科医療機関の数 病院 2 ヶ所 診療所 13 ヶ所 

 

Ｋｅｙ Ｗｏｒｄ 

交流の場 文化祭 

アピールポイント 

・初めての家族会の開催であったが、19組 21名の参加があった。 

・文化祭と家族会を合同開催したことで、たくさんの家族にご参加を頂いた。 

・家族の方に、本人の事業所での様子や活動内容等を実際に見て頂くことができた。 

 

〇活用している協議の場 

   ・活用している協議の場 

     …地域移行支援協議会 実務者会議 

   ・事務局 

     …相談事業所 

   ・参加機関 

     …市障害福祉課、市生活支援課、保健所、相談事業所、精神科病院 

 

〇解決が必要な地域課題 

家族同士の交流の場がない。 
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〇支援体制上の課題 

家族同士の交流が持てるように配慮する。 
 

〇取組内容（事業の内容） 
①家族会を開催した。 
②事業所の文化祭に家族を招待し、文化祭終了後に家族と本人を交えた交流会を実施した。 

 

〇体制づくりの工夫・内容 

①「茶話会」という名称を用いた交流の場を設け、家族同士が悩みを共有できるようにした。 
②・家族が参加しやすい雰囲気を作るため、事業所が行う文化祭に招待し、当事者と家族が共に

文化祭を楽しみつつ、家族同士の交流もできるよう工夫した。 
・家族が本人の日頃の様子を知ることができる機会になるように、文化祭に招待した。  

 

〇取組による効果（事業の成果） 

①それぞれの段階における障害に対する受け止め、接し方、将来への不安などを話すことで、悩

みや思いの共有を図ることができ、ご家族の不安の軽減に繋がった。 
②家族同士の交流の場となり、同じ悩みを持つ家族同士の繋がりを作ることができた。 

 

 

事例テーマ（事業名） 

精神障害者の家族支援に係る事業 
 

自治体名（圏域名） 千葉県海匝圏域（市町村数 3 ヵ所） 人口 161,753 人（令和 2 年 1月時点） 

精神科医療機関の数 病院 4 ヶ所 診療所 2 ヶ所 

 

Ｋｅｙ Ｗｏｒｄ 

家族教室 ピアサポーター 

 

〇活用している協議の場 

   ・活用している協議の場 

     …精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築推進会議 

   ・事務局 

     …地域生活支援センター 

   ・参加機関 

     …精神科病院（4 カ所）、精神科診療所、相談支援事業所、NPO 法人、基幹相談支援センタ

ー、保健所、ピアサポーター、県、市（3 市） 
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〇解決が必要な地域課題 

家族は当事者との関わりについて悩まれている。 
 

〇支援体制上の課題 

家族は、悩みをなかなか相談出来ず、家族だけで解決しようとしてしまう。 
 

〇取組内容（事業の内容） 

家族教室「精神障害者の家族のコミュニケーションスキルアップ」を開催し、NPO 法人の理事

長でもあり、家族として家族会との関わりを持っている方と 2 名のピアサポーターに講師を依頼

した。 

ピアサポーターは今までの経験と、今はこのような取組を行っていると当事者としての話を伝

えていた。自分で作詞作曲した歌など参加者に披露していた。 

また参加型で家族から講師に直接困ったことやアドバイスを聞くことができた。 

 

〇取組による効果（事業の成果） 

家族が安心して支援ができる知識を深めることができた。 
 

〇支援体制上の効果 

支援者側が、家族教室の開催を通じ、どのようなことに困っているかを直接把握することがで

き、講師から支援上のアドバイスを受けられることで、支援の強化に繋がっている。 
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（３）精神障害者の住まいの確保支援に係る事業 
 

事例テーマ（事業名） 

静岡県志太榛原圏域における住宅確保施策の展開 
 

自治体名（圏域名） 静岡県志太榛原圏域 

（市町村数 6 か所） 

人口 人口 454,553 人（平成 31 年 4 月時点） 

精神科医療機関の数 病院 2 ヶ所 診療所 9 ヶ所 

 

Ｋｅｙ Ｗｏｒｄ 

協議の場の連続性 住宅と福祉の関係者の協働 共通言語を探る 

アピールポイント 

・連携に向けた取組を地道に推進することで、住宅関係者と福祉関係者の関係性が醸成されてい

った。 

・今回の取組を他圏域と共有することで、志太榛原圏域の「住宅あっせんのしくみ」を宅建協会

と連携して実施する他の圏域が現れた。 

 

〇活用している協議の場 

   ・活用している協議の場 

     …志太榛原地域自立支援推進会議（圏域自立支援協議会）地域移行・地域定着支援専門部会 

   ・事務局 

     …静岡県中部健康福祉センター 

     ※住宅斡旋の仕組みをまとめたパンフレット作成とその普及に関する取組をもって、平

成 28 年度に住宅確保 WG は終了。その後は、仕組みを元にした住宅確保の実績や課

題について、事務局により宅建協会中部支部との意見交換を行っている。 

 

〇解決が必要な地域課題 

・病気や障害に対する差別や偏見、収入等の問題で入居を断られるケースがあった。 
・住宅確保が円滑に行われない（退院先が確保されない）ことで、入院期間が延びる傾向があっ

た。 
 

〇支援体制上の課題 

精神障害者の住宅確保における関係機関とのネットワークが固定化している。 
 

〇取組内容（事業の内容） 
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・平成 19 年頃から実施していた地域移行支援事業において住宅確保に係る検討が開始され、

平成 22 年度に志太榛原圏域が住宅確保のモデル圏域に選定されたことから、協議の場の構

成員・県担当課・保健所が、宅建協会しだはい支所に声掛けし、本格的な検討が開始された。 

・平成 23 年度に志太榛原圏域の宅建協会と協議の場のメンバーで研修会を実施し、その後自

立支援協議会に取組が移管され、宅建協会と協議を重ねて住宅提供事業者向けに、障害のある

方に対する住宅斡旋の仕組み理解の促進を目的としたポスター・リーフレットを作成。 

・平成 29 年度には賃貸住宅入居促進支援事業（障害のある人への心づかい推進事業）として、

静岡県が主催（委託先：静岡県精神保健福祉士協会、協力 (公社)静岡県宅地建物取引業協会）

し、賃貸住宅入居促進支援研修会を実施し、約 270 人が参加。 

 

〇体制づくりの工夫・内容 

・住宅関係者と福祉関係者との共通言語を探りながら関係性を深めてきた。 
・常に接点を見出しながら、目指す目標を定め、取組を推進してきた。 
・取組を進めるなかで、住宅関係者と福祉関係者のお互いの立場の理解が深められた。 

 

〇取組による効果（事業の成果） 

・住宅斡旋の仕組みやリーフレットを作成できた。 
・相談に応じていただける、または新たに提供していただける不動産業者が現れた。 

 

〇支援体制上の効果 

・令和元年度より、県協議会地域移行部会委員に宅建協会からの参画をいただいた。 
・居住支援協議会に静岡県精神保健福祉士協会が参画することにつながった。 
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（４）ピアサポートの活用に係る事業 
 

事例テーマ（事業名） 

ピアサポーターの活用（精神障がい者地域移行支援事業） 
 

自治体名（圏域名） 宮崎県 人口 107.3 万人（2019年 6 月時点） 

精神科医療機関の数 病院 26 ヶ所 診療所 27 ヶ所 

 

Ｋｅｙ Ｗｏｒｄ 

ピアサポーター活動の場 ピアサポーター同士の交流 

アピールポイント 

協議の場にピアサポーターがいることで、県全体のピアサポーターの取組状況を把握することが

できる。また、地域包括ケアシステム構築に向け、当事者の主体の、多職種協働による取組が促

進される。 

 

〇活用している協議の場 

   ・活用している協議の場 

     …宮崎県障がい者自立支援協議会精神障がい者部会 

   ・事務局 

     …宮崎県障がい福祉課 

   ・参加機関 

     …精神科病院協会、保健所長会、精神科看護協会、相談支援事業所連絡協議会、県立看護大学、

社会就労センター協議会、精神保健福祉士協会、作業療法士会、精神福祉連合会（家族会）、

精神保健福祉センター、市保健所、市町村福祉課 

 

〇解決が必要な地域課題 

・地域移行支援の利用者（個別給付の支給決定数）が少なく、また圏域ごとに差がある。 
・精神障がい者に対する地域住民の理解が十分でなく、普及啓発の機会も少ない。 
・ピアサポーターの定義があいまいであり、養成をしても活動の場が少ない。 

 

〇支援体制上の課題 

・各保健所圏域に地域移行支援協議会が設置されているが、取組内容に差があり、圏域によって

は地域移行支援を利用する者がいないところがある。 
・ピアサポーターの雇用実績が少なく、地域や事業所ごとに質の違いがあり、人材が不足してい

る。 
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〇取組内容（事業の内容） 

全ての地域活動支援センターⅠ型（9 ヶ所）に委託し、以下のような活動の場を設けた。 

―普及啓発活動におけるピアサポーターによる体験発表 

地域住民向けの勉強会、家族会勉強会、地区社協、民生委員勉強会、大学、専門学校の講義等 

―長期入院患者との茶話会、交流会 

―Ⅰ型ピアサポーター同士の活動報告会及び、意見交流会 

 

〇体制づくりの工夫・内容 

・保健所圏域ごとに設置している地域移行支援協議会の活動と連動させ、地域移行支援を推進

するために、ピアサポーターの活用の有効性を共有している。 
 

〇取組による効果（事業の成果） 

・茶話会に参加していた長期入院者が退院へとつながった。 
・地域住民の精神障がいへの理解促進につながった。 
・ピアサポーター同士の交流により質の向上と活動内容の充実に繋がった。 

 

〇支援体制上の効果 

・ピアサポーターが地域自立支援協議会の委員として参画するようになった。 
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（５）アウトリーチ支援に係る事業 
 

事例テーマ（事業名） 

こころサポート事業 
 

自治体名（圏域名） 広島県尾道市 人口 136,131 人（令和元年 12月時点） 

精神科医療機関の数 病院 1 ヶ所 診療所 4 ヶ所 

 

Ｋｅｙ Ｗｏｒｄ 

ケースに応じたチーム編成 専門職ネットワークの活用 関係部署への支援 

アピールポイント 

・地域の専門職が手を携えることにより、地域の体制整備構築に繋がっている。 

・複数の専門職を新たに雇用する仕組みではないため、費用対効果の面でのメリットがある。 

 

〇活用している協議の場 

   ・活用している協議の場 

     …事業担当者会議（保健事業担当課及び委託事業所相談員） 

…ケア会議（ケース、家族、保健師、委託事業所相談員、支援関係機関） 

     …関係者ミーティング（講師、行政内関係部署、委託事業所相談員） 

     …自殺対策推進委員会（医師会、行政の関係部署、保健所、警察、消防、ハローワーク、民生

児童委員、支援事業所、包括支援センター、くらしサポートセンター等） 

   ・事務局 

     …尾道市健康推進課 

 

〇解決が必要な地域課題 

・精神疾患が疑われるひきこもりの方と家族を支援する専門の医療機関が身近にない。 
・山間部、島嶼部に精神科医療が不足しており、医療機関へのアクセスが難しく、往診体制も脆

弱であること等から、治療に繋がったとしても医療中断しやすい。 
・アルコールなど、アディクション治療を継続して行える医療機関が身近に存在しない。 

 

〇支援体制上の課題 

・サービスや精神医療につながらない方への支援が届きにくい。対応する専門職が不明瞭であ

る。 
・従来の制度では、介入や継続支援が困難な事例が増加している。 
・移送制度の運用において難しさがある。（制度と地域の現状とのギャップ等） 
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〇取組内容（事業の内容） 

住み慣れた地域での生活の維持・継続が困難な精神障害者（疑われる者も含む）に対し、医療・

保健・福祉の包括的な支援を目指す。 
 

目的：周囲との関係づくりや生活上の困難や生きづらさを抱えている人や周囲の方からの相談

を受け、受診支援、医療の継続支援、定期的な見守り等、ケースに応じ必要とされる支援

をチームで実施することにより、ご本人やご家族の健やかな生活を支えることを目的と

する。 
内容：保健師、精神保健福祉士を中核とし、ケースに応じてアウトリーチ支援チームを編成し、

課題を一緒に考え、安心して生活できるように支援する。 
     ・対象者及びご家族への訪問・相談対応 
     ・電話による対応 
     ・ケアマネジメント技法を用いた多職種チームによる支援 
     ・関係機関との連絡調整及びケア会議の開催など 

 

〇体制づくりの工夫・内容 

主にインテークを行うのは、保健師とソーシャルワーカー（精神保健福祉士）で、実際の支援に

当たっては、ネットワークの強みを活かし地域の専門職の横の連携を活用している。 
 

〇取組による効果（事業の成果） 

支援対象者 26 人中、受診に繋がった人が 3 人、医療中断が解消した人が 2 人。その他は、長

年ひきこもっていた人が外部と接触を持ち、近隣への迷惑行為が減ったり、社会参加・就労に結び

ついたり、生活保護を受給し生活基盤整備につながったケース等もあり、徐々にではあるが成果が

出ている。 

 

具体的な事例 

【アルコール依存の本人支援】 

母からの依頼で地区担当保健師と支援を開始した。周囲からの促しもあり、治療意思の確認

ができたので入院治療の同行を実施した。 

【医療中断の方】 

受診していた医療機関と地域の元保健師からの相談で、受診の同行を実施した。SW が対象

者と顔馴染みだったということもありスムーズに受診が再開された。 

【医療機関へのアクセスが困難等から継続受診が困難な方】 

地区担当保健師からの依頼と本人から受診の同行への依頼があり、受診が再開された。 

【離職後ひきこもるようになった方】 

家族が本人からの攻撃的な言動に疲れ、自宅を離れることになった。その後、本人が近所の

人に攻撃的な発言をするようになり、家族にメンタル面での支援を実施した。本人が入院と

なり、地域生活を見越して、支援チームによる、地域住民へ理解を促すための会議、家族機
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能の再構築を目指した支援等を行った。治療効果があり退院され、地域への迷惑行為もなく

なり（対象者に謝罪）、社会参加に向けて就労支援事業所の利用を検討している。 

【約 20 年自室にひきこもっていた男性】 

同居していた母と妹が、暴言・暴力に耐えかね本人と別居され、本人へのアプローチととも

に家族への支援を開始した。本人への意思確認を行い、生活保護を申請し、単身生活が開始

された。 

【２次障害として精神疾患を発症した方】 

包括支援センターからの相談ケースで、知的障害があり、2 次障害として精神疾患を発症

した。スーパーなどで大きな声を出すなどの迷惑行為があったが、家族の協力、受診同行を

実施し服薬をすることにより症状が改善された。 

 

その他、本人への直接支援は十分ではないが、家族支援に繋がったケースあり。 

 

〇支援体制上の効果 

・当該支援を通じて、地域（山間部、島嶼部）の特性や課題が明確になってきた。 
・障害者の支援に不慣れな包括支援センターの専門職の方へ、対応などについてのフォローを

行い、精神障害の理解拡大へ繋がった。 
・高齢で精神疾患が疑われる方への支援について、高齢者福祉課より相談があり、今後の支援の

見立てなどについて認識の共有化を図ることで、精神障害の理解拡大と支援体制の構築に繋

がった。 
・こころサポート事業の専門相談員による支援により、ケースを抱える関係部署の担当者が効

果的に介入できている。（支援を継続してもあまり変化のないケースへ、異なる切り口による

支援を実施することが増えた。） 
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（６）精神障害者の地域移行関係職員に対する研修に係る事業 
 

事例テーマ（事業名） 

精神障がい者の地域移行に関する研修 
 

自治体名（圏域名） 青森県津軽圏域 

（市町村数 8 ヵ所） 

人口 人口 291,178 人（2018年 3 月時点） 

精神科医療機関の数 病院 5 ヶ所 診療所 5 ヶ所 

相談支援事業所の数 一般 12 ヶ所 特定 16 ヶ所 

 

Ｋｅｙ Ｗｏｒｄ 

ファシリテーターの養成、各協議会の連動、コアメンバー 

アピールポイント 

各協議の場が連動し、事例検討を通じてスキルアップが図られ、地域移行支援への理解が深めら

れた。 

 

〇活用している協議の場 

   ・活用している協議の場 

     …精神障がい者の地域移行支援検討チーム会議（以下「チーム会議」と言う。） 

   ・事務局 

     …青森県弘前保健所 

   ・参加機関 

     …精神科医療機関、一般相談支援事業所、市町村、弘前保健所 

    

    ※また、弘前市地域自立支援協議会相談支援専門部会事例検討会（以下「事例検討会」と言

う。）も活用している協議の場である。 

 

〇解決が必要な地域課題 

・精神科領域で活動できる相談支援専門員が少なく、精神障害に対する理解が促進されていな

いため、地域移行支援を含めた相談支援が十分に進んでいない。 
・ファシリテーションが不十分なため、効率的な事例検討が進まない状況である。 
・相談支援専門員の多くが精神科病院の敷居が高いと感じ、苦手意識を強くもっている。 

 

〇支援体制上の課題 

・相談支援専門員の精神科病院に対する苦手意識が克服され、医療と協働して支援が進められ

る関係づくりを行う必要がある。 
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・保健・医療・福祉関係者が互いを理解し合う仕組みが必要であり、理解促進に資するツール開

発とファシリテーター養成を行う必要がある。 
 

〇取組内容（事業の内容） 

・平成 24 年度に事例検討会を設置、相談支援事業所が既に使っていた事例検討ツールを検討

会で取り入れて、ファシリテーターを担える相談支援専門員を養成してきている。 

・保健所圏域での広域調整会議、関係機関が参加するチーム会議、事例検討会を連動させた地域

づくりを行っており、各会議の連動性担保のため、ファシリテーターによる事例検討を実施し

ている。 

 

〇体制づくりの工夫・内容 

・地域で活動してきた精神保健福祉士と精神科病院勤務経験がある精神保健福祉士がコアメン

バー（相談支援専門員）となり、医療機関と地域をつなぐ役割を担っている。 

・事例検討会、チーム会議に共通するコアメンバーが参画することで連動性を担保している。 

・自立支援協議会相談支援専門部会が中心となり障害者週間記念イベント（hug はぐ hoick !）

を開催し、地域づくりを通した相互の障がい者理解促進を図っている。 

 

〇取組による効果（事業の成果） 

・事例検討の実施により、個別事例や地域、精神科病院等に対する理解が促進された。また、顔

の見える関係性が構築され、会議を重ねることでファシリテーター能力が向上してきている。 
 

〇支援体制上の効果 

・事例検討により各参加者が我が事として考え、地域移行支援への理解を深めることができる。 
・ファシリテーターが、他の事業所の相談支援専門員と一緒に支援を進めることで、地域移行支

援に対する理解が深まった。 
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（７）入院中の精神障害者の地域移行に係る事業 
 

事例テーマ（事業名） 

浜田圏域自立支援ボランティア活用事業（地域移行・地域定着） 
 

自治体名（圏域名） 島根県浜田保健所浜田圏域

（市町村数 2 ヶ所） 

人口 78,241 人（令和元年 10月時点） 

精神科医療機関の数 病院 1 ヶ所 診療所 4 ヶ所 

 

Ｋｅｙ Ｗｏｒｄ 

自立支援ボランティア養成 有資格者 多様なニーズへの対応 普及啓発 

アピールポイント 

・精神保健福祉業務を経験した有資格者のボランティアにより専門性の高い支援が提供できている。 

・ボランティアが住民とのつなぎ役となり、理解者・支援者を増やすことができた。 

 

〇活用している協議の場 

   ・活用している協議の場 

     …浜田圏域精神障がい者地域生活移行・地域定着支援会議 

   ・事務局 

     …島根県浜田保健所 

   ・参加機関 

     …医療機関、相談支援事業所、障がい福祉等サービス事業所、当事者会、家族会、ボランティ

ア団体、社会福祉協議会、市町村 

 

〇解決が必要な地域課題 

精神障がい者の地域移行及び地域定着の推進 
 

〇支援体制上の課題 

・身近な支援者となる地域住民に対する理解促進及び啓発 
・精神障がい者の希望する生活を実現するための、既存の制度やサービスでは埋められない、多

様なニーズへ対応できる支援体制の整備 
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〇取組内容（事業の内容） 

・目的：精神障がい者の生活や社会参加を支援する体制を整える 
・内容：①自立支援ボランティアを養成、登録（登録後、フォローアップ研修会や連絡会も開催）

②自立支援ボランティアが、精神科病院の入院者及び外来通院をしながら生活している 
   方を対象に、面接技法を用いて本人の希望に応じた支援等を実施 

※②については相談支援事業所に業務を委託した。 
 

〇体制づくりの工夫・内容 

・養成対象者は精神保健福祉業務を経験した看護師等の有資格者とした（※実際は退職者） 
・精神障がい者の支援を多く受け持つ相談支援事業所に業務委託することで、総体的に把握さ

れた対象者の状態やニーズを踏まえて、より適切な支援が提供できる体制にした。 
 

〇取組による効果（事業の成果） 

・本人の希望に添った柔軟な支援を提供することで、通院の継続や就労への意欲促進等、精神障

がい者の地域移行・地域定着が促進された。 
 

〇支援体制上の効果 

有資格者である住民を対象に自立支援ボランティアを養成することで、 
①病院外での生活が困難と思われる対象者を、自宅生活に結びつけることができた。 
②身近な地域住民に対して、対象者の理解促進に向けた接し方等の助言や、行動の理解につなが

る説明をしてもらう等、ボランティアに地域住民とのつなぎ役を担ってもらえたことで、地域

に理解者・支援者を増やすことができた。 
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（８）包括ケアシステムの構築状況の評価に係る事業 
 

事例テーマ（事業名） 

精神障害にも対応した地域包括ケアシステムチェックリストの活用 
 

自治体名（圏域名） 三重県 人口 1,782,190 人（平成 31 年 4 月時点） 

精神科医療機関の数 病院 18 ヶ所 診療所 50 ヶ所 

 

Ｋｅｙ Ｗｏｒｄ 

チェックリストの活用 圏域間の情報交換 人材育成 

アピールポイント 

・チェックリストの活用で、圏域・市町村単位の議論が具体化された。 

・チェックリスト作成過程を通じて、各圏域での PDCA サイクルが展開された。 

 

〇活用している協議の場 

   ・活用している協議の場 

     …三重県精神障がい者地域移行・地域定着推進連絡会（以下「連絡会」と言う） 

   ・事務局 

     …三重県医療保健部健康づくり課精神保健福祉班（精神保健福祉主管課） 

   ・参加機関 

     …各圏域地域自立支援協議会精神保健福祉部会事務局（障がい者相談支援センター） 

保健所（今年度は精神科医療機関・市町障がい福祉課） 

 

〇解決が必要な地域課題 

構築に向けたイメージが出来ず、現状分析や課題抽出に困難さが生じている圏域が複数認めら

れる。 
 

〇支援体制上の課題 

圏域で多機関が組織横断的に課題に取り組む体制を構築することに困難が生じている。 
 

〇取組内容（事業の内容） 

・平成 30 年度連絡会において、目指すべき指標を示した「チェックリスト」を作成した。令和

元年度は「チェックリスト」を用い各圏域のアセスメントを行い、ストレングスと課題を抽出

した。 

・地域関係者も参加する研修会を開催した。１回目は、同じ圏域の参加者同士で自圏域の課題に

ついてチェックリストをもとに検討し、研修会後も各圏域でチェックリストを活用したアセ
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スメントを行った。2 回目（5 か月後）は、他圏域の参加者とグループワークを行い、圏域間

の情報交換を実施した。 

 

〇体制づくりの工夫・内容 

・漠然としたイメージをチェックリストの活用により「具体化」・「見える化」するように努めた。 
・各圏域における構築を担う人材を育成する観点から研修会を開催した。 
・他の圏域の工夫や苦労等が共有できる場を設定した。 

 

〇取組による効果（事業の成果） 

抽象的な議論に終始しがちな「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」の構築であるが、

チェクリストを活用することで具体的な議論につなげることができた。 
 

〇支援体制上の効果 

指標に多分野・多機関連携の項目を入れたことで、高齢者福祉分野における包括ケアとの連携、

児童福祉・地域福祉分野との連携を意識した事業展開を行う視点を強化することができた。 
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２ 事例 
本項では、精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築の取組について、保健・医療・福祉各分野

における実践事例を、精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築支援事業のアドバイザー等より

提供いただきましたので紹介します。 

 

（１）居住支援における連携促進及びツール開発が行われた事例 

＜個別ケースの概要＞ 

A 県 H 市（中核市、人口約 40 万人）、市内の精神科病院に入院。O さん（30 代女性）。統合失調症。 

医療機関からの退院を希望するが、住居の貸し渋りにあってしまう。 

精神症状は安定していることから、退院後は単身でのアパート生活を目指しており、就労意欲もあっ

た。本人を中心とする体制のなか、医療と福祉の連携もとれていたが、住居探しがうまくいかず、退

院及びその後の地域生活につながらなかった。 

 

＜地域課題及び基盤整備の要点＞ 

・精神障害を有する方等が住居の貸し渋りにあうという地域課題はあるものの、潜在化していた。 

  ⇒類似課題を持つ他の個別ケースを調査することで地域課題を顕在化。 

・地域の不動産業者や賃貸住宅の貸し主、あるいは近隣住民等が精神障害者の地域生活に対して漠然と

した不安を感じていた。 

  ⇒不安や心配事を抽出するための意見交換会を開催。 

  ⇒「生活サポートシート」や精神障害者の地域生活をイメージするための動画を作成。 

 

＜基盤整備の成果・効果＞ 

・障害各分野の関係者のほか、宅建協会や民生委員等も協議の場に参画するようになった。 

・基盤整備を経て作成されたツール（「生活サポートシート）が標準的に利用されるようになり、住居の

貸し渋りが減少。 

・近隣住民等の精神障害者や精神保健（メンタルヘルス）上の課題を抱えた者等（以下「精神障害を有

する方等」とする。）に対する理解が深まり、さまざまな運動が副次的に始まった。 

 

＜事例チャート＞ 

  個別ケース
の課題発覚

協議会に近隣市も含め、障害各分野の関係者、
宅建協会、民生委員を加えて課題を共有

圏
域
（
他
市
町
村
）
レ
ベ
ル

市
町
村
レ
ベ
ル

同様のケースが散
見されると感じた
ため、同市内で調
査を開始するとと
もに、協議の場へ
議題提出

報告

地域課題の
種の抽出

地域課題の
検証

地域課題の解決
（基盤整備）

さらなる地域の
基盤整備

協議会にて
アンケート調査を実施

精神障害のみならず、他障
害でも同様のニーズを発見

圏域内の他市町村でも同様の
ケースを確認、関係機関等と
の協議の必要性を確認

より詳細に地域の意見を
吸い上げる必要性を確認

協議会にて地域の学生や住民、地域
の不動産業者、賃貸住宅の貸し主を
集めた研修会（意見交換会）を実施

精神障害者の地域生活及び
自宅での暮らし方等につい
て、住民等が感じている不
安の抽出ができた

協議会及び地域の
福祉大学の協働に

よる動画作成

協議会を中心と
して生活サポー
トシートを作成

障害各分野の関係者、宅建協
会、民生委員を交え、課題及
び基盤整備内容について確認

生活サポートシート及び
動画の圏域内普及につい
て方向性を確認

今後の継続的な他分野連
携の必要性の確認

協
議
の
場
の
機
能
強
化

H市の取組をモデルとして、他市町
村でも同様の課題について具体的な

検討を開始

生活サポート
シートの活用
の標準化

学生による精
神障害に関す
る研究グルー
プの発足

報告

報告
報告

報告
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①事例内容 

 
＜個別ケースの課題発生～地域課題の種の発見＞ 

H 市において、統合失調症の O さん（30 代女性）が、退院を希望する

も、住居の貸し渋りにあってしまう事例が発生。 

病状は安定し、医療・福祉の支援チームもあったため、単身生活を目指し

ていたものの、住居が見つからず入院が続いていた。 

本ケースについては H 市内でも他の類似ケースが見られたため、協議の

場である H 市自立支援協議会（以下、「協議会」という。）が主導する形で

市内アンケート調査（市内の地域援助事業者等へ類似のケースについての

事例提供依頼）を実施し、実態把握を行った。 

また、協議会に、近隣市も含め、障害各分野の関係者、宅建協会、民生委

員を加えて同様の課題を持つケースの共有、地域課題の検討を行った。 

 
＜地域課題の検証＞ 

個別ケースの共有、また、市内アンケート調査結果の報告を受け、協議会

で精神障害者に対する居住支援に係る地域課題の検討を開始した。協議の

なかで、これまでも住居の貸し渋りについては散見される課題ではあった

ものの、改めて多職種・多機関で共有することで、個別の課題ではなく地域

の課題として対応していく意識が構成員間で醸成された。そのことから、既

存の構成員のみならず、障害各分野の関係者、宅建協会、民生委員等も加え

たうえで、協議会で継続的な課題検討が必要であることが確認された。 

その後、協議会で今後の対応策について検討。地域の不動産業者や賃貸住

宅の貸し主、あるいは近隣住民等から、より具体的な課題（心配事など）を

吸い上げる必要があることを確認した。 

課題の吸い上げに向けて、具体的に意見交換等を行うため、協議会が主体

となり、H 市内の学生や住民、住宅関係者を集めた研修会（意見交換会）を

実施。精神障害者の地域生活がどのようなものかイメージできない（あるい

は誤解がある）ことや、地域生活を行うなかで困りごとが起こった際の対応

に不安があること、あるいは本人を取り巻く支援チームがわからないこと

による不安などがあることが分かった。 

 

＜地域課題の解決（基盤整備）＞ 

協議会が主体となり、研修会（意見交換会）で出された課題等を解決す

るための連絡ツールとして、「生活サポートシート」（本事例③「参考資

料」参照）を作成。 

協議会の構成員が、関係者間で共有すべきと考える項目を検討し、初案

を作成。地域の不動産業者や賃貸住宅の貸し主、住民等が不安に感じる事

項として、「金銭管理（家賃納付）」、「火の取り扱い」、「食事・買い物」、

「その他」、「トラブルや緊急時の対応について」を重要事項として書き記

 

＜事例提供者コメント＞ 

初案のサポートシート

をたたき台として、実際

に運用をしながら適宜内

容の見直しを図っていき

ました 
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すほか、支援ネットワーク（支援者）を可視化できるよう様式にまとめ

た。 

さらに、研修会に参加した学生が所属する大学と協議会が協働し、精神

障害者の地域生活を行う様子をまとめた動画を作成。これを広く住民や地

域の不動産業者、賃貸住宅の貸し主等に対する広報資料として使用するこ

ととした。 

これらのツールは協議会を通じ、障害各分野の関係者、宅建協会、民生

委員等も含めて共有した。さらに生活サポートシート及び動画について、

近隣市町村の自立支援協議会を通じて周知を図ることを決定した。この流

れを受け、両ツールをそれぞれの市町村に合わせた形とするため、近隣市

町村においても同様の住居の貸し渋りに係る課題を整理する動きが始まっ

た。 

また、今回の一連の課題抽出から基盤整備を経て、精神障害にも対応し

た地域包括ケアシステム構築の検討を行う協議会において、障害各分野や

住宅支援等を含む他分野間での継続的な検討の必要性が共有され、障害各

分野の関係者、宅建協会、民生委員等の協議会への参画が継続されること

となった。 

 

＜さらなる地域の基盤整備＞ 

一連の基盤整備の結果、生活サポートシートが地域で標準的に活用され

るようになり、障害者への住居の貸し渋りが減ったため、地域生活を実現

できる人が増えた。 

加えて、地域の不動産業者と医療、保健、福祉の関係者の顔がつなが

り、具体的な連携（新規の対象者のケース会議や物件の情報の共有など）

がしやすくなったことが大きな成果として表れてきた。 

思いがけない効果として、動画作成に関わった学生たちの間で精神障害

を有する方等への関心が深まり、住居に関わる課題に限らず、精神障害者

の歴史や、地域移行支援の現状、精神障害者の理解促進に関することを研

究するグループができるなど、活動の幅が広がったことがあげられる。  

 

～Point～ 

協議の場の効果を実感

したうえでの機能強化が

図られており、実効性の

担保につながると考えら

れます 
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②基盤整備のポイント 

 
＜必要に応じた会議参加者の選定＞ 

協議の場には主に都道府県レベル・圏域レベル・市町村レベルなどの開催

範囲の違いがある。それぞれの協議の場の目的や機能を確認しながら、ある

いはその都度の議題にも留意しながら、参加者等を選定することが重要で

ある。 

本事例における H 市の協議の場（協議会）においては、従前は精神保健

医療福祉の関係者（関係機関等の代表者レベル）が集まり協議を行っていた

が、「居住支援」や「住居の貸し渋り」という議題に対応するため、障害各

分野の関係者、宅建協会、民生委員をオブザーバーとして加えるといった参

加者の追加を行っている。 

本事例においては、最終的にオブザーバー参加していた方々が協議の場

の正式な参加者として継続的に参画いただくことになったが、ここで重要

なポイントは、最初から参画者として迎え入れたわけではないことである。 

どのような課題を、どういったプロセスで解決するか、オブザーバーとし

て経験していくなかで、継続的な議論の必要性を感じてもらう（ある いは

参加者全員で共有）ステップを経ることで、その後の議論にも積極的な参加

が望めるようにしている点がポイントのひとつにあげられる。 

 

＜解決策の適切な普及展開＞ 

精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に当たっては、１つ

の協議の場だけですべての事項を検討することは難しいと考えられる。 

本事例でいえば、協議会に近隣市を含む関係者を招くことで圏域への波

及効果が得られたと考えられるが、そのほかにも、地域においてシステム構

築を担う事業や会議体、取組は多くあるものである。 

さまざまな会議体や取組により得られた成果（あるいは課題）について、

本事例のように圏域内の市町村への展開を行うことや、会議体同士の連携

を図ることなど、さまざまな活動との相互協力体制を整えることが重要で

ある。 

個別ケースの課題解決や地域の基盤整備として取り組んだ事柄について、

担当者のみで終わらせてしまうのではなく、地域の関係者に対して広く展

開していくことで、H 市においても生活サポートシートが標準的に使用さ

れるようになり、関係者間の連携の強化にもつながるなどの効果が発揮さ

れている。 

  

 

＜事例提供者コメント＞ 

最初はオブザーバーの

方々も、会議の空気感を

みながらの参加でした

が、会を重ねることに積

極的にご発言をいただけ

るようになっていきまし

た。 
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＜課題解決に当たって専門職のみならず地域の力も活用＞ 

精神障害にも対応した地域包括ケアシステムを構築するうえでは、専門

職間の連携等が重要になることはもちろんのこと、住民や学生、ボランティ

アなどをはじめとした、いわゆる地域の力を活用し、協働していくことが重

要である。 

H 市は、地域課題解決に向けた具体的な意見を収集するため、地域の学

生や住民、地域の不動産業者、賃貸住宅の貸し主との意見交換を行っただけ

ではなく、これらの参加者と協働してその解決に向けた取組を実施した例

である。 

このような協働により、地域の方々にとっても地域課題を「自分ごと」と

して捉えられるようになるほか、副次的な効果へとつながっていくことが

期待される。 

 

＜開発したツール、実施した取組のブラッシュアップ＞ 

地域課題解決に向けた取組について、それを行ったことで満足するので

はなく、その効果を検証しながらより効果の高いものにしていくための視

点が重要である。 

本事例では、「生活サポートシート」を開発し、その運用をするなかで、

実際に活用する相談支援事業所や地域の不動産業者、賃貸住宅の貸し主の

意見を取り入れ、よりシンプルな項目としていくなどの内容の見直しを行

っている。また全ての精神障害を有する方等に運用するのではなく、特に必

要性が認められた者にのみ活用する視点の共有、担当者が活用の必要性の

判断に当たって迷った場合は相談支援事業所等に相談するといった、活用

の促進に向けた相談体制などを調整していった。 

このように、PDCA サイクルを意識し、実際の動きのなかで顕在化した

問題点や改善点に対して丁寧に対応していくことで、より実効性の伴う取

組としていくことが求められる。 

 

  

 

＜事例提供者コメント＞ 

地域の不動産業者の方

が精神障害を有する方等

に対する賃貸物件の確保

に熱心に取り組んでくれ

た結果、その会社が持つ

別の市の事業所でも居住

先の確保が進んでいま

す。 

 

＜事例提供者コメント＞ 

全ての精神障害を有す

る方等に対してサポート

シートを作っていくのは

大変な手間がかかるとい

うことが、運用当初に問

題となりました。 
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③参考資料 「生活サポートシート」 

 

  

〇〇　〇〇　　氏の生活サポートシート

【基礎情報】

年齢　

氏名 居住地

居住地

【重要事項の対応について】

【支援ネットワーク】

支援施設(例）

連絡先

氏名 連絡先

火の取り扱い

対応

※各関係機関が連携してご本人に関わっています。何かご心配なことがありましたら、ご相談下さい。

事項

金銭管理（家賃納付）

食事・買い物

その他

トラブルや緊急時の
対応について

名称 概　要（どんな支援をしているか） 担当者・連絡先

地域生活支援
センター

就労訓練施設

〇〇市役所

〇〇県事業団

訪問看護

　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日　　作成

〇〇　 〇〇

主治医 　 　 　      　 　 　 先生 　  　 　 病院 連絡先

名前

障害概要

家族・ 親族①（ 続柄　 　 　 　 ）

家族・ 親族②（ 続柄　 　 　 ）

主支援団体 連絡先
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（２）協議の場を活用し、多機関が協働して事業展開した事例 
 

＜L 圏域の取組概要> 

平成 29 年度から、B 県（人口 100 万人未満）L 圏域をモデル地域として精神障害にも対応した地

域包括ケアシステムの構築推進事業に取り組み始め、協議の場を設置。平成 30 年度からは、精神障

害にも対応した地域包括ケアシステムの構築支援事業も始まり、そのために参集された各種専門職に

よるコアメンバー会議によって地域の課題を洗い出し、対応策と方針を定め多機関が協働して事業に

取り組んでいる。 

 

＜地域課題及び基盤整備の要点> 

・保健所圏域内の長期在院者について、具体的な情報把握ができておらず、訪問できない。 

⇒病院の協力を得て、事前に本人の同意を確認の上、1 年以上の長期在院者を訪問。 

・長期在院者の退院意欲の醸成が病院任せになっている。 

   ⇒協議の場を活用し、地域の関係者全体で取り組むことを共有。 

・長期在院者が退院後の生活で利用できる社会資源をイメージしづらい状況にある。 

   ⇒長期在院者の交流会（多病院の患者同士での会食、地域支援者等との交流、施設見学等）を開催。 

 

＜地域整備の成果・効果＞ 

・自治体（市町村）及び関係機関間の理解と連携が醸成・強化された。 

・顔を合わせての困難事例解決の積み上げにより地域のケアマネジメント力が向上した。 

・長期在院者及びその家族等を対象に障害福祉サービス等の見学や体験をしてもらう地域交流会にて、

精神障害者の地域生活をみることで、家族等の退院に対する理解が向上した。 

 ・地域交流会の実施により在院患者の退院意欲が喚起された（退院に対する自信の獲得）。 

 

＜事例チャート＞ 

  

圏
域
レ
ベ
ル

市
町
村
レ
ベ
ル

地域課題の
種の抽出

地域課題の
検証

地域課題の解決
（基盤整備）

さらなる地域の
基盤整備

「地域移行推進会議」
の開催

地域交流会
の開催

医療機関に
協力を要請

平成29年度から「障害者地域で支える仕組
みづくり事業」のモデル地域に指定され、
協議の場を設置し、地域環境整備の推進

患者本人とその家族と地域支
援者たちとの交流、就労説明、
グループホーム等の施設見学

病院の長期在院者へ支
援者訪問の可否を問う
同意書を送付

地域における実務者（保健所
保健師、密着AD、病院地域
連携室看護師、病院PSW、市
保健師、市PSW、相談支援専
門員等）が参加し、多職種・
多機関協働で地域課題解決に
向けての対応策を検討

コアメンバー会議
との情報共有

長期在院者への
支援者訪問の実施

連携

連携

協
議
の
場

重
層
的
な
「
協
議
の
場
」
に
よ
る
関
係
団
体
・
関
係
専
門
職
に
よ
る
医
療
・
福
祉
の
連
携
強
化

ピアサポー
ターの活躍
の場が実現

長期在院者
の退院意欲

喚起

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
の
実
施

「コアメンバー会議」
を発足、定期開催

「地域移行連絡会」
の開催

市町村も情報を共有し、
市町村の責任での訪問が実現
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①事例内容 

 

＜当該モデル地域における取り組みの経緯＞ 

L 圏域では、以前より地域移行推進会議（代表者会議）、地域移行連絡会

（実務者会議）などの協議の場が設置され、長期在院者への退院促進に向け

た取組実施等の前例はあった。 

平成 29 年度からは、L 圏域を「障害者を地域で支える仕組みづくり事

業」のモデル地域として位置づけ、精神障害にも対応した地域包括ケアシス

テムの構築推進事業に取り組み始めていた。 

さらに、平成 30 年度からは、上記事業と並行して精神障害にも対応した地

域包括ケアシステムの構築支援事業にも参加し、取組を加速させる。同支援事

業実施のために参集されたコアメンバー（保健所保健師、密着アドバイザー（構

築推進サポーター）、病院地域連携室看護師、病院 PSW、市保健師、市 PSW、

相談支援専門員等）による会議（地域移行・地域定着に係る関係機関協議（以

下、「コアメンバー会議」という。）において、地域の課題を洗い出し、対応策

と方針を定め、多職種・多機関が協働して事業に取り組んでいる。（表１） 

 

表 1 L 圏域の協議の場の体制 

 
 
＜地域課題の種の発見＞ 

これら事業の共通目的は、「1 年以上の在院患者の地域移行を推進する。

短期間で入退院を繰り返す方の地域定着を目指す」こと。そのためには、精

神保健医療福祉の関係者の連携を前提としつつ、病院への訪問等を行うボ

ランティア（地域移行推進員）やピアサポーターの効果的な活動も大切であ

る。こうした取組等を含め、圏域の精神保健医療福祉の推進方策について実

務者レベルで推進・協議する場として、コアメンバー会議を 2～3 ヵ月に 1

回、定例で開催している。地域課題の抽出や対応策の検討、具体的な事業の

協働実施など、ここが本事業の PDCA サイクルの実行機関となっている。  

会議名 内 容 開催回数

地域移行・地域定着に
係る関係機関協議
（コアメンバー会議）

(H29年度～)

地域の実情に精通する者で組織し、地域移行
の方向性について協議する。

４回／年

地域移行連絡会
(H16年度～)

医療機関、福祉関係機関、行政機関の実務者
で組織し、社会資源の活用と関係機関の連携
について協議する。

２回／年

地域移行推進会議
(H16年度～)

医療機関、福祉関係機関、行政機関の代表者
で組織し、必要な社会資源、支援体制につい
て協議する。

１回／年

 

～Point～ 

地域における精神障

害を有する方等への支

援を推進する基盤が既

に進んでいることが強

みと言えます。 

 

～Point～ 

現場を動かすために

は、地域の実情に精通し

た専門職の力が必須で

す  

＜事例提供者コメント＞ 

L 圏域では平成 15 年度

より「長期在院患者退院

促進モデル事業」を実施

しています。 

 

＜事例提供者コメント＞ 

長年の実績で医療機関

と地域の支援者との顔の

見える関係性が構築され

ていたため、速やかな招

集が可能でした。 
 

 

 

＜事例提供者コメント＞ 

地域移行推進員は、病

棟への訪問等を通じて院

内に地域の風を入れるこ

とを目的に、平成 18 年度

より県が養成していま

す。 

 

～Point～ 

地域課題の抽出・検

証、共有を効果的に実

施するためには、重層

的な体制を構築するこ

とが効果的です。 
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コアメンバー会議では、設置・運営がされた平成 29 年度より、次のよう

な課題が指摘された。 

１つは、保健所圏域内の 9 市町村において、630 調査（精神保健福祉資

料）により長期在院者数の把握はできても、誰がどこの病院に入院している

かといった具体的な実態把握はできていないことである。そのため、市町村

の実務者としては、病院訪問が実施できず、長期在院者に直接アプローチす

ることが難しい実情があった。 

その背景として、長期在院者の退院意欲の醸成は精神科病院任せになっ

ていることも課題として共有された。長期在院者は、入院生活が長くなって

しまうことで、退院後の生活、地域で利用できる社会資源をイメージしにく

くなっている。病院のワーカー等による情報提供は行われているものの、地

域援助事業者等がそこに加わり、より具体的なイメージを持ってもらうた

めのサポート等を行う障害福祉サービス等関係者の体制が整っていなかっ

た。また、長い入院期間中に社会が変化していることから、再び地域に戻る

ことに恐怖感を抱いていることも推測される。 

また、もう一つの課題として、ピアサポーター養成研修も 8 年前から実

施されていないことも挙げられた。令和２年度において、登録ピアサポータ

ーは 5 名であり、活動は、圏域内の市町村における月 1 回のデイケア支援

のみという状況となっている。 

 
＜地域課題の解決（基盤整備・事業推進）＞ 

コアメンバー会議等を通じて、地域課題の抽出・解決に向けた具体的な活

動が提案され、退院が可能だと考えられる在院者への地域支援者訪問及び

地域交流会の開催へとつながった。 

 
（退院可能者への地域支援者訪問） 

課題解決へ向けた具体的な取り組みとしては、病院との連携を前提とし

た地域支援者訪問が第一に挙げられる。 

まず、事前準備として、ReMHRAD（地域精神保健福祉資源分析データ

ベース）などを活用し、長期在院者の実態を検証した結果、圏域内の市町村

在住者で 1 年以上の長期在院者のほとんどが圏域内の病院に入院している

ことが判明した。圏域外では、隣接する圏域にある病院に入院する数名のみ

だった。 

次に、コアメンバー会議で、1 年以上の長期在院者に市町村担当者や相談

支援専門員との面会の実施について同意を得る文書を作成し、病院への協

力を仰いだ。各病院の協力によりリストアップされた方々が入院前に在住

していた自治体も、圏域 9 自治体のうち 6 自治体であり、上記の

ReMHRAD による検証結果と合致した。 

その後、病院の協力を得て本人に訪問の確認をとり、同意いただけた方を

 

＜事例提供者コメント＞ 

このような精神科病院

に頼り切りになっている

ことこそが地域課題であ

ることが共有され、地域

全体の責任として基盤整

備に取り組む必要性が確

認・共有できました。 
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対象として地域支援者（市町村担当者および相談支援専門員）が訪問し、面

会を実施した。この病院の協力については、訪問の趣旨や支援内容を丁寧に

説明する等手続きに時間を要すところもあったため、初年度は試行期間と

して、訪問の協力を得た病院からに速やかに開始した（表 2）。 

 

表 2 長期在院者への地域支援者訪問とその成果 

 

 

 

 

※令和 2 年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により新規選出できず前年度継続 

 

訪問については、上記 3 年間で延べ 200 回近く実施した。一方、訪問で

きないケースもあり、その理由としては、「病状悪化等」、「訪問前に高齢者

施設へ退院」などが挙げられた。地域移行できた方については、自宅・アパ

ートへの退院が 2 名、宿泊型自立訓練事業所が 2 名、グループホームが 1

名であった。 

また、実施状況を分析したところ、本人に面会できなかった場合でも、市

町村担当者と医療機関で情報交換が行われたり、家族への訪問などが実施

されたりしており、退院に向けた環境調整は行われていたことがわかった。

訪問のみにとどまらず、施設見学の同行、ケア会議への参加、退院後の訪問

まで、市町村担当者の幅広い支援が行われていた。 

 

（地域交流会の開催） 

地域は安全で楽しいところだということを知ってもらうためにも、まず

は長期在院者に外出する機会を設けようと、長期在院者交流会を開催。複数

の病院に 1 年以上入院する長期在院者で病状が安定している方とそのご家

族を対象に、それぞれの病院スタッフ同行のもとで交流会に参加した。その

他の参加者は、保健所職員、市町村担当者、相談支援専門員、ピアサポータ

ー、ボランティアなどであり、毎回、20 人以上の参加があった。 

会の運営にあたっては、予めマニュアルを作成し、コアメンバー内の担当

者を決定して行った。参加者にはスタンプカードが配られ、5 回参加した方

にはプレゼントを渡すなどの工夫をした。病棟での告知からこの地域交流

会の参加者募集ポスターを見て、何年も病院の外に出たことのない方が車

イスで参加したケースもあった。 

地域交流会では、就労継続支援事業所が運営するレストランにて、自分で

メニューから選んでもらい食事をしたり、スーパーでお弁当を選んで買う

といった体験をメインに、その他、施設見学なども実施した。毎回見学先を

 平成 30 年度 令和元年度 令和 2 年度 

対象者 15 人 23 人 23 人 

退院 4 人 0 人 3 人 

 

～Point～ 

地域ボランティアを

巻き込むことで、精神

障害への理解を深める

というメリットもあり

ます。 

 

＜事例提供者コメント＞ 

マニュアルには店の選

定・予約方法や、会の進

行（タイムスケジュール

の組み方など）を明記。  
担当者が交代してもス

ムーズに運営できるよう

にしました。 

 

 

＜事例提供者コメント＞ 

本事業の目的は、圏域

の実情に合った、より効

果的な取り組みを実施す

ることでした。 
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変え、デイケアや宿泊型自立訓練、グループホームなどを訪問した。また、

参加したピアサポーターからは、自身の日常生活や、退院後の就労について

の説明をしてもらうこともあった。 

これまでの地域交流会の実施状況は以下の通り（表 3）。 

 

表 3 地域交流会実施状況 

 

 

 

 

 

※令和 2 年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により未実施 
 
＜さらなる地域の基盤整備＞ 

今後も継続してこれらの取組を推進していくためにも、長期在院者が住

民票を置く市町村には、「行政が責任をもって精神疾患による長期在院者が

地域に戻れるよう尽力する」という意識を共有してもらうことを求めてい

く。そのための第一歩として、手続きの相談や本人への面会のため、積極的

に病院を訪問してもらうことが重要である。 

さらに、地域におけるさまざまな協議の場を、実務者レベル（コアメンバ

ー、事業所担当者）、代表者レベル（各組織の責任者）、行政レベルと重層的

に実施し、その上で、協議の場で進める事業と自立支援協議会地域移行部会

で行う事業は、きちんと役割分担をする必要がある。 

また、ピアサポーターに関しては、地域交流会開始後、活動の機会は増

えたものの、令和 2 年度前半は養成研修の実施が難しかった。しかしなが

ら、体制を整え、令和 2 年度後半には、リモート方式による養成研修の実

施を開始している。今後はフォローアップ研修の実施も考えているところ

である。地域交流会だけでなく、地域支援者訪問でも活躍するなど、活動

の場を広げていくことを期待している。 

  

 平成 30 年度 令和元年度 令和 2 年度 

実施回数 3 回 4 回 ― 

のべ参加者数 71 人 88 人 ― 

うち長期在院者 16 人 23 人 ― 

 

～Point～ 

実務者レベルによる

現場での取り組みがよ

り効果を発揮するため

にも、最終的には行政

（市町村）レベルとの

連携が必要不可欠で

す。 

 

～Point～ 

入院患者の家族は、

患者が退院し、地域に

戻ることを反対するこ

ともあります。ご家族

にもこうした交流会に

参加してもらい、地域

の他の障害者の姿を見

てもらうことで、退院

に対する理解が得られ

ます。 

 

＜事例提供者コメント＞ 

令和２年度にピアサポ

ーター養成研修が予算化

され、実施が決まったと

ころに、新型コロナウイ

ルス感染症拡大の影響に

より、スタートが延期し

てしまいました。 

 

～Point～ 

今後の新しい生活様

式下では、WEB を活用

した研修実施など、柔

軟な発想が大切になり

ます。 
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②事業推進のポイント 

 
＜課題抽出について話し合う機会と土壌の構築＞ 

 （協議の場の重層的な設計と PDCA サイクルに沿った運営） 

地域基盤を整備する意義は、基盤整備を通じて課題を抱える本人がより

その人らしい生活を実現させることに寄与すること、あるいは、本人の生活

を支援する支援者がより効果的かつ適切な支援を実践することができるよ

うなることにある。 

そのためには、実践の現場に即した課題解決がなされ、そしてその基盤整

備が地域の共通理解の基に行われることが重要であり、協議の場等の設置

に当たってもそのような意思決定がなされる構成になっていることが求め

られる。 

本事例においては、コアメンバー会議を含めた実務者会議、代表者会議と、

構成者の立場が異なる複数の「協議の場」を設置することで、視点が重層的

になり、幅広く事業の理解を深めることができ、かつ実務者から代表者レベ

ルまでが共通の認識をもって各取り組みを推進する土壌がより整備されて

いる。 

また、L 圏域における取組の PDCA の推進を担う役割はコアメンバー会

議が果たしている点もポイントである。地域でさまざまな取り組みを実践

している専門職から、医療機関、相談支援事業所、市町村担当者、自立支援

協議会の担当者までバランスよく招集されたことで、密度の濃い実務的な

議論を行うことができ、地域の課題抽出および対応策の具体的な検討に繋

がった。 

 

（市町村に求められる役割の発揮） 

  「精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に係る検討会」報

告書（令和３年３月 18 日）においても、市町村などの基礎自治体を基盤

としてシステム構築を推進する必要性が明記されている。 

  市町村として、こうした取組を推進するために、地域の実情に応じて、

どのような役割を、どういった姿勢で取り組むのか明確に発信するととも

に、適切な取組の実施が求められる。 

  本事例の場合、コアメンバーに市町村担当者も参画しており、特に長期

在院者の地域移行に向けた働きかけにおいて、市町村が関与したことは大

きな成果であった。令和 2 年度において、L 圏域内では、リストアップさ

れた長期在院者に対し、市町村による支援者訪問がほぼ全件実施されてい

る。 

  

 

～Point～ 

現場で実働する関係

者の声を反映し、施策

展開を図るうえで、こ

のような地域における

コアメンバーでの共

有・検討の場は、他地

域にとっても、大いに

参考となるでしょう。 
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（時間をかけて関係者間の顔の見える関係を構築） 

精神障害にも対応した地域包括ケアシステムを構築するうえでは、どこ

か特定の機関等だけの取組に頼るのではなく、保健・医療・福祉、そして行

政や地域住民等も一体となった取組が展開されることが求められる。 

本事例においては、平成 15 年度から脈々と続く取組のなかで、少しず

つ、しかし着実に協働の実績や成果などを積み上げてきたことで、医療機関

と地域の支援者との顔の見える関係が醸成されてきており、こうした取組

の重要性が明らかとなっている。 

 

＜参考：L 圏域のこれまでの取組＞ 

 

 

＜長期在院者の退院意欲喚起＞ 

入院患者の退院意欲を喚起する際、必要な情報の提供にとどまらず、体験

の場なども併せて提供することで、退院後の地域生活により具体的なイメ

ージを持っていただくことができる。 

本事例では、長期在院者への訪問と並行して、外出の機会創出のための地

域交流会を設けたことで、社会体験と施設見学ができ、地域生活をリアルに

感じてもらえたことが、患者本人の地域復帰への意欲喚起に有効であった。 

 

 
  

■事業の経過
平成15年度 L圏域で長期在院者退院促進モデル事業を実施

～ ・長期在院者の個別支援に取り組む
平成17年度

・精神保健ボランティアから「自立支援員」（後の地域移行推
進員）を養成

平成18年度 精神障害者退院促進支援事業として全県で実施
平成19年度 強化事業推進プロジェクト会議発足

・医師、看護師、精神保健福祉士、各保健所、精神保健福祉セ
ンター、県庁主管課で構成

・人材育成と事業全体の底上げを目的とする。
平成24年度 個別支援が地域相談支援給付として一般制度化

・希望のあった精神科病院へ「個別給付説明会」開催
平成27年度～28年度 入院患者への地域移行支援の説明会
平成29年度 障がい者を地域で支える仕組みづくり事業(モデル事業)準備期
平成30年度～現在 障がい者を地域で支える仕組みづくり事業(モデル事業)

通常の支援では退院が困難な患者に対し、多職種多機関が協力して
退院を促進

 

～Point～ 
関係者間の連携体制

を構築するための特効

薬は無く、地道かつ継

続的な取組が必要で

す。 
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（３）医療機関から発信して医療と福祉の連携を促進した取組事例 
 

＜C 精神科病院における課題認識＞ 

C 病院 T 看護師長の思いとして、以下のことがあった。 

家族とも疎遠であり、患者自身の退院意欲もみられず、多様な課題を抱えながら高齢化していく長期

在院者が入院している病棟に勤務している。院内の体制は、常にマンパワー不足の状態であり、地域

の相談支援事業所との連携もうまく進んでいない。そのようななか、職員の職務に対するモチベーシ

ョンも低下している。 

 

＜地域課題及び基盤整備の要点＞ 

・長期在院者を抱える病院職員のモチベーション低下。マンパワー不足。 

 ⇒ 改善活動に向けた院内多職種のプロジェクトチームの結成。 

⇒ 県が養成した構築推進サポーターを C 精神科病院に派遣。 

  ⇒ 病院内で地域移行に関する障害福祉サービス等についての勉強会を実施。 

・地域における医療と福祉の連携関係が構築されていない。 

⇒ 保健所主催による医療と福祉の連絡会を活用した交流会の実施。 

 

＜基盤整備の成果・効果＞ 

・一医療機関の看護師長が声を上げた悩みや課題に端を発し、県レベルで地域課題の把握ができた。 

・県から圏域、市町村へと情報伝達が進み、地域内の医療と福祉の連携が一歩進んだ。 

・病院と相談支援事業所とのパイプができたことで、長期在院者の退院につながった。 

 

＜事例チャート＞ 
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①事例内容 

 
＜C 精神科病院としての課題認識→地域課題の種の発見＞ 

  第 5 期障害福祉計画における成果目標として、「精神病床の 1 年以上入

院患者数を 2.8 万人～3.9 万人減」が掲げられるなか、Ｃ精神科病院に勤

務するＴ看護師長は、自身の病院の現状について、以下のようなやりきれ

ない思いを抱えていた。 

多様な課題を抱えて入院が長期化した患者さんに対し、本人、その家

族、職員の多くが“入院したままでも良いではないか”と考えており、退

院に向けた取り組みに消極的である。そのため、少なくなっている退院を

考える機会を増やすことが課題であるとの思いを抱いている。病院内に無

力感が漂い、職員の職務に対するモチベーションも低下してしまってい

る。同時に、長期在院者の高齢化も問題となってきている。 

  Ｔ看護師長は、現場の責任者として、そうした課題を自覚しつつも、積

極的に改善に向けての働きかけができておらず、結果的に放置しているよ

うになっている病院内の状況こそが問題だと感じている。 

「病院は治療をする。よくなったら退院する。退院のために必要な支援

を検討し、関係者が協力し退院につなげていく。医療と福祉がしっかりと

連携し、精神障害にも対応した地域包括ケアシステムのなかで、本来機能

を発揮する地域の一病院となりたい」 

 
＜地域課題の検証＞ 

Ｔ看護師長は、院内の一部の病棟をモデルとして、医師・病棟看護師長・

地域連携室兼病棟担当の精神保健福祉士・作業療法士・病棟及び外来の看護

師などを集めた多職種のプロジェクトチームを結成。院内の職場環境等の

改善活動の実施に向けた検討を開始した。 

並行して、かねてから交流のあった県の精神保健医療福祉の担当職員に

相談。相談を受けた担当職員は、その後、県のレベルの協議の場及び圏域の

協議会に本件の情報を伝達した。 

その後、圏域の協議会においても、同様の課題について参加者から多くの

意見が寄せられ、医療と福祉の連携がうまくいっていないために、病院から

の地域移行がうまく進んでいない現状を、単なる一医療機関の課題ではな

く、当該地域全体で認識すべき地域課題として共有することとした。 

  

 

＜事例提供者コメント＞ 

Ｔ看護師長は院外研修

等で積極的に人的ネット

ワークを形成しており、

県の担当者もそのつなが

りで交流があったそうで

す。 

 

＜事例提供者コメント＞ 

Ｔ看護師長の中には、

こうした理念に基づいた

やりがいのある職場にし

ていかなければ、という

想いが強くありました。 

 

＜事例提供者コメント＞ 

入院患者の高齢化に伴

い、職員の支援負担が増

加。それがモチベーショ

ンの低下や離職につなが

っており、残る職員の更

なる負担増につながって

いくという、負の連鎖が

起こっており、病院長も

課題として感じていまし

た。 
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＜地域課題の解決（基盤整備）＞ 

（院内での勉強会の開催） 

県レベルの協議の場での検討の結果、まずは令和 2 年度より県として取

り組んでいた、精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築推進事

業にて養成した「構築推進サポーター」を当該病院に派遣することとした。 

構築推進サポーター及び院内プロジェクトチームが中心となって、病院

内で職員らの長期在院者の地域移行支援に対する意識の改革、モチベーシ

ョンの向上を目的とした「地域移行に関する障害福祉サービス等について

の勉強会」を実施した。 

勉強会のなかで、障害福祉サービス等について理解を深めたうえで、地域

移行支援を推進していくうえでの院内の課題整理を実施。院内スタッフか

らは地域の相談支援事業所等との連携が不足していることが課題として挙

げられた。 

 
（精神科病院及び相談支援事業所等の「交流会」の開催） 

Ｃ病院で行った「勉強会」の成果及び抽出された課題は、圏域の協議会に

も報告された。 

圏域の協議会においても、医療と福祉の連携の促進については課題とし

て認識されていたことから、当該圏域において保健所が主催して行ってい

た「医療と福祉の連絡会」の一環として、Ｃ病院内で精神科病院及び相談支

援事業所等の「交流会」を開催することが提案された。協議の場としては、

今後の医療・福祉の連携の推進に向けたモデル的な交流会として、また B

病院としては院内で四半期ごとに行う大型レクリエーションの一環として

実施するという位置づけで調整した。 

参加者は、圏域内の精神科病院の長期在院者（同意が得られた方のみ）と

病院職員、相談支援事業所の職員とした。 

みんなで一緒にお菓子づくりをし、その後一緒に話しながら食べるとい

う、茶話会スタイルをベースとして組み立てた。 

交流会では、病院職員と相談支援事業所の関係構築もさることながら、長

期在院者と相談支援事業所のマッチングも兼ねることとした。 

結果、長期在院者のうち、４名が地域移行支援を活用して退院を目指すこ

ととなった。 

この取組によりモデル的に支援が開始された、具体的な個別事例は次の

通りである。 

 

■Ｕさん（50 歳代男性）躁鬱病 

同居している兄夫婦の奥さんに暴力をふるい、入院するも、退院が困難。1 人暮らし開始の

準備のために、相談支援事業所に入ってもらい、地域移行支援を利用し、退院に至る。  

 

＜事例提供者コメント＞ 

院内の長期在院者も

参加していただきたか

ったので、全くの新しい

取組として行うのでは

なく、いつもの催しの中

に外の人たちがやって

くる、という形で実施

し、警戒感なく行えるよ

う配慮しました。 

 

＜事例提供者コメント＞ 

県は、構築推進サポー

ターを育て、将来的には

県内の各圏域の協議の

場に派遣することを検

討しており、そのモデル

的な取組としてＣ精神

科病院への職員派遣を

行ってくれました。 
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■Ｖさん（40 歳代男性）統合失調症  

長期在院者であり、本人に退院の希望はあるが、対応すべき課題が多く、時間をかけた

準備及び支援が必要。 

院外への興味はあり、買い物や散髪などの意欲はある。ただ、外出のための服がなかった

ため、職員の服を貸して外出を実施した。外出には、まずは本人希望を叶えるサポートを相

談支援事業所が行ったところ、退院後の生活イメージの構築ができそうである。 

 
■Ｗさん（40 歳代女性）統合失調症  

 1 人暮らし。妄想上の恋人と共に暮らしている。本人に病識がないため、怠薬により入

退院を繰り返している。退院後数ヵ月間は訪問看護を利用していたが、あるとき支援者を

追い返してしまう。近所からは大声で怒鳴っているとの苦情も出ていた。このような問題

行動が続いたことを機に、キーパーソンである弟に連れられ医療保護入院となった。退院

に向けては、本人の地域生活の維持について、相談支援事業所にも参加してもらい、ケア

会議を実施した。 

その後、ゴミを出す練習を通して退院。退院後は、LAI（持続性注射剤）の投与を開始

した。通院の必要があったが、本人は拒否。しかし、弟より連絡あり、病院よりアウトリ

ーチチームが訪問し、通院を促した。「家に恋人を置いて病院へ行けない」と通院拒否が

続いたため、丁寧な説明のもと本人同意を得たうえで、往診に切り替え LAI（持続性注射

剤）の投与を実施した。馴染みのスタッフなら受け入れも悪くないが、病院スタッフがい

つまでこの支援ができるのか疑問であり、他サービスで対応できないか模索中である。 

 
＜さらなる地域の基盤整備＞ 

 院内での勉強会や圏域での交流会については、その実践をモデル事例と

して県の協議の場が主催する県内市町村向けの研修会及び圏域の協議会に

報告した。 

協議会においても、これらの取組が地域の医療・福祉の連携促進に効果

的であることが認められ、今後も同様の取組を推進していくことが共有さ

れたところである。 

Ｃ病院においても、これらの取組により、モデル病棟のスタッフのなか

で仕事にやりがいを感じモチベーションが向上する、あるいは様々な場面

で連携支援の実践効果による業務効率化などの効果が見られた。また、保

健所職員、地域の相談支援事業所の職員が、非常に前向きに協力してくれ

るのを目の当たりにしたことで、継続して地域の福祉関係者と連携関係を

構築していきたい思いを強くするとともに、医療と福祉の連携の重要性を

実感した。 

今後は全病棟での取組に発展させ、積極的に勉強会や交流会を定期開催

していきたいが、進め方などのノウハウがまだまだ不足していることに不

安が残っていることが課題として挙げられる。  
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②基盤整備のポイント 

 
＜異なる階層での地域課題抽出及び検討を行う体制の構築＞ 

  地域課題を発見する道筋は、例えば、「現場の実践者の声を拾い上げる」、

「個別ケースの課題解決の積み重ねなどから地域課題を発見する」、「各種

量的データ等から把握される地域課題について取り上げる」など、そのきっ

かけはさまざまである。 

  重要なポイントとしては、地域課題の発見に向けて、その入口が多様にあ

ることだと言える。 

  例えば、本事例においてはＣ病院のＴ看護師長の声が県の職員へと届け

られたこと、その先に圏域の協議会へと課題検討の場を移していったこと

から、課題抽出～解決に向けた流れが始まっている。この際、県職員がＴ看

護師長の話を聴く意識や圏域の協議会が現場の生の声から課題を検討する

文化が無ければ、このような展開には至ることはない。 

  地域課題を発見するための入口は柔軟に整備し、かつ、その課題の内容に

応じて、必要・適切な規模の会議体（主体）で解決に向けた検討が行われる

ことが重要である。 

  本事例では、Ｃ病院内の取組は院内のプロジェクトチームに対し県から

のサポーター派遣及び助言により実施でき、医療と福祉の連携に係る取組

は圏域の取組として保健所が主体となって動かすなど、それぞれの課題の

規模や特性に応じた、適切な基盤整備が行われたことがわかる。 

 

＜精神医療現場が障害福祉計画における課題を意識＞ 

精神科病院等の医療機関が、都道府県や市町村が策定する障害福祉計画

に関心を持つことは、精神障害にも対応した地域包括ケアシステムを保健・

医療・福祉の連携により構築するうえで大切なポイントであるといえる。 

本件では、Ｃ病院のＴ看護師長が障害福祉計画も踏まえた地域づくり及

び病院内の体制に対する視点を持ち、取組を開始したことから、病院職員の

モチベーション向上、さらには圏域内の医療・福祉の連携促進につながって

いった。 

また、病院も地域の障害福祉計画と密接に関係するのだという視点がＣ

病院の職員のなかにも広がっていった。 
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（４）圏域内の医療と福祉の連携強化を図った事例 
 

＜個別ケースの概要＞ 

Ｄ県 I 市（人口約 17 万人）、在住、S さん（20 歳男性）。学生であり単身で生活している。 

 2 年前に I 市での 1 人暮らしをはじめるが、精神的な不調を訴えたり、自傷行為を繰り返したりする

ようになる。見かねた両親が一旦実家（県外）に呼び戻し、精神科医療機関を受診する。その後、入

退院を繰り返した後に再び I 市で生活を送るが、自傷行為は止まらず。I 市の訪問看護・介護サービス

事業所、相談支援センターの担当者は、そのサポートに苦慮している。 

 

＜地域課題＞ 

・県内医療情報ネットワークへの参加が、精神障害分野で進んでいない。 

 ⇒ 今後の PR 方法についての検討が必要。 

・地域の精神障害分野において最も専門性の高い「包括支援会議」が、結成当初は積極的に活動して

いたが経年的に形骸化。地域課題に対応しきれていない。 

   ⇒ 目的の再設定及び共有（規範的統合）の推進。 

・精神科医療における圏域内・外の医療機関間の連携（病病連携・病診連携等）が不十分な場合があ

り、特に救急医療を必要とする際、患者本人にとって適切な支援につながらないケースがある。 

 ⇒ インフォーマルな勉強会を活用した解決策の検討及び課題意識の共有。 

 

＜基盤整備の成果・効果＞ 

・救急隊員等の関係機関から意見交換の提案がある関係が構築された。 

・具体的かつ専門的に地域課題を検討できる場が確認された。 

 

＜事例チャート＞ 
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者に、救急隊員等が加わわる

精神科救急医療に関する
関係機関の連携は重要な
地域課題だとの共通認識
が図られる

※I市は1市1圏域

県
内
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
加
促
進
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①事例内容 

 
＜I 市圏域における多様な「協議の場」について＞ 

I 市では 1980 年代後半から、県内、圏域内における精神保健・精神障害

者福祉の行政、関係職種・機関でのネットワークづくり（機能分化された協

議体の設置）が活発に行われてきたという背景がある（図 1）。 

 

 

 

 

  特に 2006 年に結成された「包括支援会議（圏域レベルの協議の場）」

は、地域内では“精神障害に関して最も専門性の高い議論ができる会議”と

して位置づけられ、専門医療機関の医師や看護師、精神保健福祉士も参加し、

月に 1 回、継続的に実施している。地域課題の抽出についても、同会議に

て話し合われ、さらにそこから精神部会にあげられて、最終的には年に 1

回開催の「精神医療保健福祉協議会」にて検討するという流れができている。 

  また、I 市レベルの協議の場としては、自立支援協議会内に部会が設置さ

れており、福祉を起点とした基盤整備等についての検討が行われ、包括支援

会議等とも議題の相互共有を行うなどの連動が図られている。 

さらに、図 1 中の会議とは別に、同じく 1980 年代後半に市内の精神科

医療機関の有志が発起人となり始まった、インフォーマルな活動がある。こ

の活動も月に 1 回の頻度で、多様なテーマについて、その都度、関係職種

D県自立支援協議会

精神医療保健福祉
協議会

（Ｄ保健所）

精神部会
・地域移行部会
・アウトリーチ部会

市
自
立
支
援
協
議
会

じりつ部会
（３障害）

サービス調整会議
（困難事例検討）

ネットワーク会議

専門部会
（５部会）

運営会議

自死対策
部会

在宅支援部会

包括支援会議
＊精神障害について

最も専門性が高い

I市

退院支援
会議

I市退院支援会議

Ｄ県

社会資源
開発で
連動

社会資源開発
で連動

精神科医・Ns・PSW・OT・
ＰＨＮ等多機関より参加

圏域内のクリニック医師・精神科病院Ｐ
ＳＷ・看護師・訪問看護師
宿泊型訓練施設サービス管理責任者・相
談支援事業所・児童民生委員・宅地建物
取引業協会理事・行政（県・市）

＊事務局：相談支援事業所・市

地
域
生
活
支
援
拠
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

I

図１ I 市における医療・保健・福祉・行政の連携による協議の場 

 

＜事例提供者コメント＞ 

参加者の間では“プチ

学会”と称したりもして

います。 
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に声をかけ勉強会、研修会を開催し、人材育成機能を発揮している。 

そのような地域基盤の素地があるなかで、上記の包括支援会議の構成員

の事業所に以下の個別ケースの支援依頼があった。 
 

＜個別ケースの課題発生～地域課題の種の発見＞ 

  S さんは、高校卒業後、進学のため他県より I 市へ移住。1 人暮らしを始

めるが、精神的な不調を訴えるようになる。一時は父親が来て同居するも、

父親が帰り 1 人になると、リストカットなどの自傷行為を繰り返すように

なる。 

その状況を見かねた両親が、実家へ呼び戻す。実家近くの精神科医療機関

を受診したところ、入院となり、そのまま入退院を繰り返すようになった。 

その後、本人の希望で I 市へ戻り、再び 1 人暮らしをすることとなった。

その際、元の入院先の主治医の勧めで、I 市の訪問看護・介護サービス事業

所、相談支援センターが介入し、見守り体制を構築した。また、本人の意思

で新たなかかりつけ医療機関（I 市圏域外）も決めた。 

支援体制を整えて新生活をスタートしたが、精神症状が再燃し、情緒不安

定になり、リストカットなどの自傷行為を繰り返すようになった。 

I 市の訪問看護・介護サービス事業所にて作成したクライシスプランを基

に、緊急時には本人自らが救急車を手配し、I 市圏域内の救急医療機関を受

診、あるいは救急搬送を依頼するが、現在のかかりつけ医療機関が圏域外に

あることや本人の同意の下に関係者間で既往歴等の共有を行うことが可能

な県の医療情報共有システムに登録していないことが影響して、既往歴等

の共有がスムーズにいかない。そのため、S さんの状態では身体的救急処置

のみですぐに自宅に戻されてしまう。 

そのような場合、担当の訪問看護師や相談支援専門員が救急医療機関ま

で出向き、本人に付き添い帰宅することになるが、こうした緊急事態が 1

ヵ月に複数回の頻度で発生することから、支援者は心身共に疲弊してしま

っている。 

 
＜地域課題の検証＞ 

本ケースでは、特に自殺企図などの命の危険を伴うような精神障害を有

する方等の支援において情報連携等が十分に行われないことが、スムーズ

な支援の障壁となった。本ケースに限らず、「圏域外の医療機関への通院支

援は難しい」という課題は、支援者間で認識されている。 

一方、I 市を含み、県内では、2012 年より県内の医療情報ネットワーク

の運用を進めている。本システムは本人の診療情報を、本人の同意が得られ

た医療機関でのみ共有ができるものである。また、このネットワークへの参

加同意は本人及び医療機関も行うこととなっており、かつ、同意の取り消し

もすることができる。緊急時等において、本人の意思を確認できないような

＜事例提供者コメント＞ 

医療情報ネットワーク

は、医療機関・訪問看護・

介護事業所等を相互に

つなぎ、本ネットワーク

に参加する医療機関で

は、患者さんの同意の

下、診療情報（連携カル

テ）の閲覧が可能となり

ます。 
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場合には、参加時の同意に基づき診療情報を参照の上、適切な支援・処置を

行えるようにするものである。 

このネットワークへの参加が精神障害分野（医療機関、患者本人など）に

おいてあまり進んでいないという課題は、以前から指摘されていた。本ケー

スの場合でも、医療情報ネットワークが効果的に活用されていれば、緊急時

につながる救急医療機関先の選定や、その場での支援方針等も異なるもの

になった可能性も考えられる。一般救急医療の現場では、例えば過量服薬等

で救急搬送されても、検査結果で異常が認められなかった場合は入院受け

入れが難しく、本ケースのように不安定な状態のままだとしても即日帰宅

せざるを得なくなり、結果的に、夜中に再び訪問看護師や相談支援専門員が

呼び出されることが多くなっていった。 

本ケースをきっかけに、精神科救急医療における関係機関の連携強化が

地域課題として明確となったが、同時に医療情報ネットワークについて、本

人のみならず、県内医療機関等に対しても丁寧な説明による周知を強化す

る必要性が再認識された。 

 
＜地域課題の解決（基盤整備）＞ 

本ケースにおける課題をはじめ、様々な地域課題をより具体的に検討す

る体制を強化する必要性から、I 市圏域において長年継続してきた包括支

援会議のあり方を見直すこととなった。近年では、個々のケースに対して

の支援方法は検討されるが、地域としての根本的な課題解決や基盤整備と

いう機能が果たしきれていなかった。 

そこで、改めて令和２年度からは、包括支援会議にて地域内の精神疾

患・精神障害に関する課題を一般化して抽出し、そこから地域全体の基盤

整備に向けた方策を提案して、「精神医療保健福祉協議会」で報告する仕

組みを再構築することとした。 

以後、包括支援会議で専門職間での情報共有が速やかになされるように

なった結果、各支援機関の解決すべき課題がより明確になるとともに、課

題認識が共有され、関係機関間での意思の統一が進んだ。 

一方で、地域にあるインフォーマルな多職種多機関連携の研修会でも、

精神科救急をテーマに取り上げ、類似の架空ケースを用いて事例検討を実

施。当事者と精神科医・医療機関の精神保健福祉士・相談支援専門員・薬

剤師（調剤薬局）・訪問看護師といった定例のメンバーに加え、救急隊員

なども招いてディスカッションを行った。ここでは、特に救急隊員に精神

障害を有する方等の特性を理解してもらえたこと、さらに、救急隊員と共

に要救助者の支援者を把握できる方法について検討できたことが大きな成

果であった。実際、この研修会以後、救急隊員からは必要に応じ支援者に

連絡が入るようになった。 

 

＜事例提供者コメント＞ 

15年前の結成時とは、

コアメンバーも変わり、

当初のリーダー的存在

がいなくなっているこ

と、また、継続している

からこその形骸化は、メ

ンバー自身も自覚して

いたところでした。 

 

～Point～ 

必要性を認識した上

で、適宜必要な関係者

を招くことで、より具

体的な課題検討を行う

ことができるようにな

ります。 
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また、残念ながら、令和２年度の実現は叶わなかったが、救急隊員から

「同様のざっくばらんな意見交換の場を再度設け、情報や課題の共有をした

い」との提案があったことも今後の連携強化に期待が持てる成果である。 

本ケースをきっかけとして、関係専門職、関係機関が普段から顔の見える

関係性を構築しておくことで、緊急時の支援がスムーズになることが再認識

された。支援困難なケース等においては、支援者が心身共に疲弊してしまい

がちであるが、医療・福祉・その他関係機関と課題を共有し一緒に検討する

機会があると、相互理解が深まることを実感した。 

 

＜さらなる地域の基盤整備＞ 

精神科救急時の対応については、I 市の地域生活支援拠点プロジェクト

のなかでも重要課題となっており、現在、救急時の対応ができる拠点の整

備を始めているところである。 

 しかしながら、本ケースのような単身生活者や、家族が高齢であったり、

身寄りがなかったりといった患者の緊急時の搬送には依然、課題は残る。 

 また、圏域外の精神科医療機関、関係サービス事業所との連携の進め方

についても、課題は残る。本人同意をベースとした医療情報ネットワーク

への参加促進についても、県レベルでの周知が必要となるだろう。 

 

②基盤整備のポイント 

 
＜形骸化した会議を有機的に活性化＞ 

地域において長年継続的に開催されている各種会議は、ともすれば形骸

化してしまう可能性もある。それは、会議目的が明確に共有されないま

ま、かつ参加メンバーが固定していることで、話し合いが、いつしか慣れ

合いとなってしまう点である。 

特に、強力なキーパーソンが率いる会は、そのキーパーソンが欠けてし

まうと、機動力が衰退してしまう。特定のメンバーの推進力等に頼ること

なく、適切かつ効果的な会議を継続的に開催するためには、定期的な会の

あり方の見直しや会議目的の再共有が必要となる。 

 

（会議体及び個々の会議の目的の設定と共有） 

協議の場をはじめ、精神保健医療福祉に係る様々な会議（以下、「会議

体」という。）を効果的に開催・連携するためには、会議目的やそれぞれ

の会議の役割を関係者が理解・納得していることが重要である。 

目的は大きくは３つあると考えられる。 

大きくは、地域（本事例では県・圏域・市の 3 層構造）の会議体の目

的、すなわち、関係するすべての会議の共通する目的・目標を共有するこ

とである。 

 

～Point～ 

精神科救急医療のセ

ーフティネットの必要

性とその体制整備につ

いては、厚生労働省の

精神科救急医療体制整

備に係るワーキンググ

ループ」報告書（令和３

年１月 22 日）で公表さ

れています。 

 

～Point～ 

精神科救急医療体制

の構築は、地域の実情

に合わせた整備が求め

られます。 

まずは、各自治体の

精神科救急に関わる人

材、施設、組織などの資

源を把握し可視化する

こと。その上で具体的

な連携方法を検討する

ことが重要です。 

 

＜事例提供者コメント＞ 

 新型コロナウイルス感

染症の影響下において、

日程調整や開催方法を見

直す必要があり、延期と

なりました。 
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次に、個々の会議の目的であり、本事例でいうと、例えば包括支援会議

は特に精神障害を有する方等について最も専門性が高い会議として、支

援困難事例の検討や精神保健医療福祉に特化した地域課題の抽出・解決

に向けた検討などを行うことが目的となる。 

そして、個々の会議でその都度取り上げる議題ごとの目的となる。大き

な目的や目標を意識しすぎて、議題ごとの解決目標がおろそかになるこ

とは避けるべきである。 

 

（会議体としての個々の会議の役割・機能のデザイン） 

多くの地域では、精神保健医療福祉について検討する会議は１つでは

なく、地域に複数あると考えられる。 

これらひとつひとつの会議がそれぞれ独立して設置・運営されるので

はなく、共通の目的のもと、役割を分担することのできる会議体としてデ

ザインされることが重要である。 

こうした１つの目的に向かう会議体として機能するために必要だと考えら

れる視点の例としては、以下のものが考えられる。 

 

〇他の会議の目的や機能を理解する 

本事例でいえば、I 市の「じりつ部会」（図１）は福祉を起点とした基盤整

備の検討を担っており、圏域レベルで実施される「包括支援会議」ではよ

り専門的な見地から個別ケースの課題解決や地域課題の抽出・解決に向け

た議論を、そして県全体の施策として政策形成や施策の方針を検討する場

として「精神医療保健福祉協議会」や県の「自立支援協議会」などがあり、

これらの機能や目的を理解することが大切である 

〇会議ごとのつながりを意識・認識する 

実務者レベルのみで構成される会議で、圏域単位や県全体の施策を検討し

ようとしても、なかなかそういった議論や具体的なアクションにつなげる

ことは難しいことが考えられる。その設置範囲・参加者層等を意識した、

会議ごとの守備範囲を捉え、どういった内容はどこの会議で議論すべきか、

という、会議ごとのつながりを意識することが重要である 

〇これらの事項を共有する 

上記のような事項は、特定の者のみが理解しているのではなく、会議体

に関わる全ての参加者が理解し、納得した上で参加することが理想的で

ある。そうしたことから、例えばつながりや機能を図示化することや、

こまめな説明等を実施するなど、参加者になるべく簡便に、かつ正確に

伝わるような工夫をすることが効果的である（本事例でいうと、I 市にお

ける会議体の構成が図示化されており、会議の構造やどういった場合に

連動するのかといったことが可視化されている） 
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＜地域の関係機関とのインフォーマルな連携の場の構築＞ 

精神科救急医療システムの整備において、消防署の関与は重要である。と

はいえ、消防署を自治体の公式な会議以外の場に呼ぶことは、なかなかハー

ドルが高く、躊躇される向きもあるだろう。 

しかしながら、実際には、精神科救急医療に関わった経験をもつ救急隊員

たち自身も、その際の対応に不安をもっていることは多く、関係専門職の人

たちと本音で語り合える機会を求めている（あるいは、一度こういった機会

を体験することで、そのメリットを肌で感じることができる）。 

本事例においては、救急隊員を含む地域の関係機関の多職種が自由に意

見交換できる研修会を開催したことで、互いの理解が深まった。そこから発

展し、同様の場の継続的な開催が、今後も求められている。 

 
  

 

～Point～ 

地域課題の検討は、

何も必ずフォーマルな

場でやらなくてはなら

ないと言うことはあり

ません。インフォーマ

ルな場であるからこそ

話し合えることもあり

ます。柔軟な視点で、地

域の未来を考える場を

設けることは、福祉の

増進を図る上で効果的

であると考えられま

す。 

＜事例提供者コメント＞ 

普段あまり意見交換

する機会のない職種の

方の意見は、その視点の

違いなどから新鮮であ

り、参考になることが多

くありました。 
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（５）市町村の精神保健相談体制を強化した事例 
 

＜個別ケースの概要＞ 

Ｅ県 J 市（人口約７万人）在住。80 代の高齢女性Ｙさんが要介護状態となり、介護保険サービスの

利用を開始したことを機に、同じ家に住む、ひきこもりがちな生活を送る子ども 2 人の存在が明らか

となる。2 人は、兄妹（50 代男性・40 代女性）であり、２人とも約 30 年間引きこもっており、生

活保護受給中である。 

過去に精神科医療機関受診歴があったものの、その後の支援が滞っていた。 

 

＜地域課題及び基盤整備の要点＞ 

・地域包括支援センターが介入するケースのなかに、本人または家族等に精神科医療が必要なケース

があるが、自地域の管轄内の連携が不十分で支援が滞ってしまっていた。 

   ⇒圏域の保健福祉事務所の精神保健福祉相談員が「地域ケア会議」にスーパーバイザーとして参加。 

⇒地域包括支援センターを圏域レベルの協議の場に加える。 

 ・地域包括支援センターや市町村保健センター等の職員の精神疾患・障害の理解や知識が不十分。 

⇒関係機関職員（一般市民向けも）に対する研修会の開催。 

 

＜基盤整備の成果・効果＞ 

・地区保健師と地域包括支援センターの連携により、精神保健医療へのアプローチや、その後のフォ

ロー体制など、精神保健分野に対する事例への介入がしやすくなった。 

 

＜事例チャート＞ 

  

個別ケース
の課題発覚

圏
域
レ
ベ
ル

市
町
村
レ
ベ
ル

地域課題の
種の抽出

地域課題の
検証

地域課題の解決
（基盤整備）

さらなる地域の
基盤整備

各地域包括支援センターを
「にも包括協議会」の構成

機関として組み込む

「にも包括協議会」
の構成機関へアン

ケート実施

「にも包括協議会」
関係者研修会の開催

高齢介護分野（介護保
険）と障害福祉分野が
連携し事例検討できる
場と連携方法の整備

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
・
介
護
支
援
専
門
員
／
一
般
市
民
向
け
研
修
会
の
開
催

市町村職員等に対
し、精神疾患・障
害についての学び
の場を提供

特に医療機関受診後のフォ
ロー体制の必要を確認

圏域内の長期在院者は高齢
者が多い。地域包括支援セ
ンターから保健所への個別
相談件数は年々増加傾向に

各機関における現
状での困りごと、
課題等を把握

圏域保健福祉事務所の精神福祉
相談員が「地域ケア会議」に
スーパーバイザーとして参加

地域包括支援セン
ターが精神障害者
の対応に苦慮。結
果、支援が停滞し、
保健所に技術支援
を求めている現状
を確認

多面的な視点でのアセスメント
が実現し、包括的な支援の検討
が可能に

1市の取り組みが他市へも波及。
圏域内の精神保健分野・高齢介
護分野（介護保険）・障害福祉
分野の連携課題がより明確に

各市町村に
おける精神
保健分野の
支援体制の
脆弱さが浮
き彫りに

地域包括支援セ
ンター職員が圏
域保健福祉事務
所に本ケースに

ついて相談

地区担当保健師と地域包括
支援センターとの連携強化

J市地域包括支援セ
ンターが困難ケース
を認識

「にも包括協議会」で地域
課題として検討

報告
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①事例内容 

 
＜個別ケースの課題発生～地域課題の種の発見＞ 

  Ｅ県 J 市において、80 代女性Ｙさんが要介護状態となり、介護保険サ

ービスの利用を開始。J 市の地域包括支援センターが入口となり介入した

ところ、同じ家に住む、ひきこもりがちな生活を送る 2 人の子どもの存在

が明らかとなった（この世帯は生活保護受給中であった）。 

  地域包括支援センターの担当介護支援専門員は、本ケースについてはメ

ンタルヘルスのアプローチを含めた世帯支援の必要性があると判断し、J

市を管轄する保健福祉事務所に本ケースを相談。2 人の子どもは、過去に

地域の保健師の介入により精神科医療機関の受診歴があったものの、その

後の支援が滞り、問題が解決しない状況が続いていたことが判明した。 

精神疾患を抱えた子どもが社会との接触を断ち、仕事をしないまま家に

ひきこもり年を重ねるうちに、それまで支えてきた親も高齢となり介護が

必要となって、子どもを支えきれなくなってしまう。まさに現代社会の抱

える「8050 問題」が当てはまるケースといえる。 

 

＜地域課題の検証＞ 

当該地域包括支援センターの担当介護支援専門員が、管轄の保健福祉事

務所の精神保健福祉相談に本ケースについて相談したことを機に、J 市の

「地域ケア会議」に精神保健福祉相談員がスーパーバイザーとして参加し、

本ケースにおける支援方策について検討を行った。 

結果、本ケースに関しては、一度は地区担当保健師の介入により精神科医

療機関を受診したにもかかわらず、その後の支援が途切れている患者が高

齢の親と同じ家に 2 人もいるという状況が、長年放置されていたこと、ま

た、状況発覚後も、地域内の関係機関との連携が遅れ、速やかに支援の手が

行き届かなかったという課題が共有された。 

そもそも、J 市を含む当該圏域内の精神科医療機関における 1 年以上の

長期在院者は、直近のデータによると高齢者が多い傾向が認められる。 

そうした背景もあり、地域包括支援センターから保健所への精神障害福祉関

連での個別相談件数も年々、増加傾向にある。一方、地域包括支援センターや

市町村保健センター等の職員に、精神保健分野・障害福祉分野への理解、また、

そうした事例を扱う経験則が不足していることも課題として挙げられる。 

本ケースをきっかけとし、J 市を含む圏域では、今年度より地域包括支援セ

ンターを保健所が実施する圏域レベルの協議会（精神障害にも対応した地域包

括ケアシステム協議会（にも包括協議会））（以下、「協議の場」という。）の構

成機関に組み込むことを決定。これにより、各地域の障害福祉分野における関

係機関同士の連携強化と、同分野に関する課題解決力の底上げを図った。 

また、今回、協議の場の開催にあたっての工夫として、構成機関が日常的

に感じている地域課題についての事前アンケートを実施する試みも行った。

アンケートは各機関の特色に合わせ質問項目を分け、基礎データから要望事

 

～Point～ 

本ケース以外にも、

地域に潜在している

「8050 問題」はまだ

まだありそうです。 
 問題をいかに顕在

化させるか、その後の

介入をどう図るかは、

今後、すべての地域に

共通する課題と言え

るでしょう。 

 

＜事例提供者コメント＞ 

 事前アンケートのメ

リットとして、口頭で

は話しにくいが文章な

ら書きやすい事柄もあ

るのだということがわ

かりました。普段なら

聞けない意見も引き出

せたと実感していま

す。 

 

～Point～ 

精神障害分野におけ

る患者の高齢化は、

年々、深刻化していま

す。 
 高齢介護分野と情報

を共有し、連携体制を

強化することは、喫緊

の課題です。 

 

＜事例提供者コメント＞ 

 いわゆる「地域ケア

個別会議」に参加する

形でした。 

また、地域ケア会議

における「個別課題解

決機能」と「ネットワー

ク形成機能」、そして

「地域課題発見機能」

が一度に発揮されてお

り、保健所で実施する

協議の場の運営の参考

になりました。 
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項などを記入してもらった。その結果、圏域内の３市のうち、2 市の地域包

括支援センターが医療につながらない高齢の精神障害を有する方等の対応に

苦慮しており、保健所の技術支援を求めていることが判明した。 

 

＜地域課題の解決（基盤整備）＞ 

今後も継続して多面的なアセスメントと包括的な支援を可能にするた

め、協議の場において、高齢介護分野と障害福祉分野・精神保健分野が互

いに連携しつつ事例検討ができる方法を模索中である。 

これまで、地域において 8050 問題など介護保険と障害福祉、精神科

医療と複数の専門分野にまたがった事例を検討する場がなかったが、本ケ

ースを機に、「地域ケア会議」が、そうした幅広い分野にわたる個別ケー

スを検討する場となるよう、仕組みづくりを進めている。 

 

（精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に係る関係者研修会の開催） 

まずは市町村職員、地域包括支援センターや市町村保健センター等の職

員の精神疾患や精神障害についての理解を深める学びの場を整備する必要

があることから、年３回開催している協議の場のうち１回を活用して研修

会を開催した（初回テーマは、「依存症の基礎知識と治療相談対応につい

て」）。本研修会は、その都度テーマを決めて今後も定期的に開催すること

とした。 

 

（地域包括支援センター及び介護支援専門員向け研修会の開催） 

精神疾患・障害の理解促進及び関係者間の連携体制を構築する観点か

ら、地域包括支援センター職員及び市内の介護支援専門員を対象に、精

神疾患の基礎知識に関する研修会を実施した。 

 

＜さらなる地域の基盤整備＞ 

 これら一連の取組は協議の場で圏域内の市町村に共有できるように配慮

がされている。 

 その結果、近隣市では関係者ではなく市民に向けた普及啓発が必要だと

いうことが判明し、一般市民ボランティアやピアサポーター向けにも、精

神疾患・障害に関する意識啓発を図るための研修講座が開催された。 

このことは、本ケースを含む、J 市の地域包括支援センターにおける事

例検討の成果が他市へも波及し、圏域内の高齢介護分野と障害福祉分野の

連携課題や、医療との連携課題が明確になったことが端緒となったものと

考えられる。また、当該圏域では、3 市合同のピアサポーター事務局が設

置されており、こうした情報が共有されやすい土壌があるのかもしれな

い。  

 

～Point～ 
 1 つの地域での事例

解決のための取り組み

が奏功し、それが近隣

地域にも波及し定着し

ていく、好事例といえ

ます。 

 

～Point～ 

新型コロナウイルス

感染症の影響下におけ

る会議運営は、感染拡

大防止の観点から Web

等を活用したオンライ

ン開催や書面のやり取

りで会議の開催に変更

した自治体が多かった

と推察されます。 

その際にも、本ケー

スのように、事前アン

ケートによる課題抽出

が記された資料を皆で

共有すれば、議題がよ

り明確になります。 

 

＜事例提供者コメント＞ 

 精神疾患に精通して

いる介護支援専門員は

多くはいないので、ま

ずは分野を超えてそれ

ぞれが対話する機会を

つくるように心がけて

います。 
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②基盤整備のポイント 
＜分野横断的な連携構築に向けた体制整備＞ 

超高齢社会となり、地域課題は今後ますます複層的な分野が絡んでくる。

そうした社会においては、地域内の医療・介護・福祉の各関係者会議に、そ

れぞれの分野の関係者が分野横断的に参画していくことで、重層的かつ包

括的な支援について検討する体制が構築される。 

 

（高齢介護分野の会議に精神保健分野の専門職が参加する） 

高齢介護分野が中心の「地域ケア会議」に、圏域の保健福祉事務所の精

神保健福祉相談員が参画することにより、精神保健・医療の視点によるア

セスメントが強化され、高齢者をめぐる家族全体の将来を見据えた包括

的な支援の検討につながる。このことは、精神障害を有する方等の高齢化

も進むなか、精神保健分野の専門職にとっても有意義である。 

 

（精神保健分野の「協議の場」に高齢介護分野の専門職が参加する） 

高齢介護分野の地域包括支援センターを、障害福祉分野・精神保健分野

の協議の場の構成機関として組み込むことにより、地域の介護保険、障害

福祉、精神保健が複合的に絡む事例を議論する「場」が生まれる。ここで

は、多角的な視点による重層的なアセスメントが可能になり、個別ケース

に端を発して、広く地域として共有すべき課題の抽出が可能となる。また、

専門職同士も分野を超えた相互理解が進み、支援にあたる考え方、実際の

支援の幅も広がる。 

 

＜地域における関係機関職員への学びの機会の提供＞ 

超高齢社会の現代において、高齢者介護と切り離せない課題は大変多く

なっている。今後の地域社会では、互いに能動的に働きかけ、それぞれの専

門性を補完し連携する姿勢が重要である。 

本ケ―スでは、精神保健分野側から働きかけ、高齢介護分野関係者に向け

て、精神疾患・精神障害の基礎知識を学べる機会を提供したことが、地域の

課題解決における大きなきっかけとなった。 

事実、本ケースから波及し、隣の自治体においても一般市民ボランティア

向けの精神疾患・精神障害をテーマとした研修会実施につながっている。他

にも同様のニーズはあると推測される。このような波及効果が連鎖してい

くことが理想である。 

 

＜会議開催における工夫＞ 

協議の場等での議論及びそこから発生した取組等を推進する上では、柔

軟な発想に基づき、効果的・効率的な運営を心掛けることが大変重要である。 

本ケースにおいては、顔を合わせての会議開催が叶わなかったことから、

書面開催という方式をとり、参加者各位に事前アンケートを実施するなど

の工夫を行った。その結果、生の会議ではなかなか言いにくい意見が、書面

なら発信しやすいという面もあることがわかった。普段なら聞けない意見

が引き出されたことも、予期せぬ効果だった。  

 

～Point～ 

“多職種連携”の重

要性は近年、多くの分野

で指摘される働き方で

す。 

 同じ事例も、別の専門

家の視点から見ると、こ

れまでとは異なるアプ

ローチの提案が可能と

なり、困難事例が解決さ

れるなど、思わぬ効果が

生まれます。 

 

～Point～ 

 精神疾患・障害をもつ

方が社会で孤立しがち

な背景には、それを支え

る専門家の孤立がある

場合もあるものです。 

 精神障害を有する方

の高齢化も進む現在、高

齢介護の専門家、そこに

関係する自治体職員へ

の精神保健の知識啓発

は急務であると考えま

す。 

 

＜事例提供者コメント＞ 

会議は、新型コロナウ

イルス感染症拡大の状況

においてはオンラインを

使ってのリモート会議が

主流ですが、書面方式に

よる思わぬ効果も実感し

ましたので、今後もうま

く取り入れていきたいと

思っています。 
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３ 「自治体による効果的な地域精神保健医療福祉体制構築に関する研究」より 
 

本項目については、「精神障害者の地域生活支援を推進する政策研究」（研究代表者：国立研究開発法人

精神・神経医療研究センター 藤井千代）の分担研究「自治体による効果的な地域精神保健医療福祉体制構

築に関する研究」（研究分担者：岡山県精神保健福祉センター 野口正行）においてとりまとめられたもの

を、本手引きに提供いただいたものです。 

 

（１）はじめに 
 

「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」を構築するにあたっては、システム構築に関連する他

の自治体の取組が参考になることも多いものです。もちろん地域ごとに特性が異なりますから、他の自治

体でうまくいった取組をそのまま取り入れることは難しいでしょう。しかし、地域特性は違っても、地域

が直面する課題には何らかの共通点があるものです。同じような課題を抱えている他の自治体がどのよう

にして課題解決の方法を模索したのかを知ることから、課題への対応のヒントが得られるかもしれません。 

ここでは以下の観点から、「地域包括ケアの体制整備」「アウトリーチ支援」「措置入院者の退院後支援」

「地域移行支援」に関する取組例をまとめました。また、精神障害者が地域で安心して暮らすための体制

づくりには精神科医療との連携が欠かせないことから、「精神科医療機関と地域の連携」に関する事例も紹

介しています。 

 

  

•直面する課題認識

Point１

•課題解決への推進力となった事項

Point２

•利用できるリソース

Point３

•継続のポイント

Point４

•取組の効果

Point５

•他の自治体で実施するためのポイント

Point６



    

196 
 

それぞれの項目について、以下に簡単に説明します。 

 

（Point１） 

「直面する課題認識」は、そもそもその取組をどうして行う必要があったのか、地域ニーズに対

するそれぞれの自治体の認識を示しています。「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム」の

構築は、この問題意識の共有から始まります。 
 

（Point２） 

「課題解決への推進力となった事項」は、それぞれの取組を実施する際に、地域のなかで何が推

進力となったかについて示しています。 
 

（Point３） 

「利用できるリソース」とは、ある取組を実施するにあたり、利用できる資源や体制、財源のこ

とです。ただし、そのリソースが自分たちの自治体になかった場合でも、すぐに「このリソースは

うちにはないから、うちではできない」と早々に結論づけないでいただきたいと思います。その場

合は、それに代わるリソースを探すことや、リソースを創出できる可能性について検討することが

必要かもしれません。 
 

（Point４） 

「継続のポイント」は、開始した取組を継続させるための工夫を示しています。取組を開始する

こと自体も大変ですが、その継続は、それ以上に大変なこともあります。 
 

（Point５） 

「取組の効果」には、数値として示せるアウトカムももちろん含まれます。しかし、測定可能な

効果だけがその自治体や圏域にとって重要な効果であるとは限りません。例えばスタッフのモチ

ベーション、有用な人材の確保やスキル向上、多機関の良好な協力関係の構築などはすぐに効果判

定が難しい場合もあります。 
 

（Point６） 

「他の自治体で実施するためのポイント」では、他の自治体で同様の取組を行う際の着眼点を示

しています。 
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（２）地域包括ケアシステムの体制整備（協議の場の設定など） 
 

ここでは、圏域レベル、政令都市レベル、市町村レベルの各取組例を紹介します。 

 
圏域レベル 

 
富山県の取組：保健所が主導する協議の場 

第 5 期障害福祉計画では、精神科医療機関、その他医療機関、障害福祉サービス等事業所等、

市町村等との重層的な連携による支援体制を構築するため、圏域ごと、市町村ごとに保健・医療・

福祉関係者による協議の場を設置することが求められました。富山県では、医療計画、障害福祉計

画、介護保険事業計画に共通するアウトカム指標を活用し、計画間の融合を図ることで協議の場を

効果的に運営しています。 

 
直面する課題認識 行政内部の組織横断的な連携構築の必要性 

行政（縦割）組織が保有するデータの相互活用の必要性 

保健所・市町村の重層化に併せ、本庁との連携の必要性 

課題解決への推進

力となった事項 

「協議の場」設置に向けた保健所内組織連携、本庁・保健所間連携、

保健所・市町村間連携 

既存会議の整理・統合 

所管ごとに管理しているデータの共有 

保健医療圏域、障害福祉圏域、高齢者福祉圏域が一致していることに

より、支援体制を構築しやすいという側面もあった 

利用できる 

リソース 

既存の会議 

 圏域が実施する連携会議（精神保健医療福祉関係者連携会議

の位置づけの見直しなど） 

 市町村が実施する連携会議（障害者自立支援協議会、地域ケ

ア会議など） 

財政的裏付けは以下の通り 

 医務総務費の地域医療推進対策事業 

 精神保健福祉費の地域精神保健福祉ネットワーク推進事業、

地域精神保健福祉対策事業 

 保健所費の精神保健活動推進事業 

 保健師等指導管理費の市町村支援会議事業 

 健康増進対策費の自殺防止総合対策事業  

継続のポイント 保健所のリーダーシップ 

医療・介護、保健、福祉間連携のためのデータ活用 
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取組の効果 医療計画、障害福祉計画、介護保険事業計画の一体的推進 

各種データを関係者が電子媒体で共有することによる議論の基盤整備 

医療・介護、障害関係機関の連携強化 

人材育成、専門職のスキルアップ 

入院後 3 ヶ月、6 ヶ月、12 ヶ月時点の退院率の向上 

（平成 26 年度の 3 ヶ月時点退院率は 69%であり、次期計画の目標値を

達成） 

他の自治体で実施

するための 

ポイント 

外部機関との関係性を構築し、情報や認識を共有すること（医師会や

市町村、福祉関係機関、県庁の医療計画・障害福祉計画の担当課等） 

内部の意思疎通の円滑化（保健所長と統括保健師等） 

代表者会議と実務者会議の分化 

（代表者会議：計画の進捗評価、実務者会議：事業の推進） 

保健所事業としての明確な位置づけ・予算化 

 
富山県では、協議の場を設置するにあたり既存会議の見直しをしたこと、地域移行・地域定着推

進検討会、圏域連携会議等「協議の場」の予算化をしたこと、協議の場でデータを積極活用したこ

となどがポイントです。保健所による市町村支援も積極的に行っています。 

 

 
十勝圏域の取組：民間主導で地域生活資源を創出、官民協働の支援体制を構築 

帯広市を中心とする十勝圏域では、1970 年代から、民間精神科病院精神科ソーシャルワーカ

ーによる社会資源の創造と公的精神科医療機関の医師・看護師等による地域精神医療の取組によ

る地域ネットワーク形成が進められてきました。精神科医療については、「全国に精神衛生センタ

ーが充足していない段階で、北海道に複数設置はできない」と精神衛生センターB 型構想による

公設リハビリテーション施設の開設が頓挫したことから、道立緑が丘病院が取り組むとこととな

り、往診、訪問看護、援護寮、ショートステイなど社会復帰にむけた地域医療が開始されました。

当時既に、院内アフターケア委員会（カンファレンス・会議）で、「退院後支援に関する訪問体制、

道単独事業による共同住居、作業所づくり」を進めると同時に、連携室に道保健師を配置し、病院

へのアクセスの悪い近隣町には出張による「こころのデイケア」を実施するなど、市町村単位での

取組も模索しています。平成 14 年精神保健福祉法改正による地域生活援助事業により民間ベー

スのグループホーム整備が加速し、平成 16 年から平成 23 年には退院促進事業が開始されまし

た。これらのことから平均在院日数が短縮しており、平均在院日数が 100 日を下回ると病院の収

益が減じましたが、圏域内精神科医療機関間の機能分化により、引き続き地域医療・保健・福祉体

制の強化が図られています。 
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直面する課題認識 ニューロングステイの解消 

重症例の退院支援 

医療的ケアが必要な精神障害者を支援するための居住支援の必要性 

精神科医療機関のスタッフと自治体との連携強化の必要性 

課題解決への推進

力となった事項 

病院の精神保健福祉士から保健所への「保健所精神衛生連絡会議」開

催の働きかけ（民から官への働きかけにより官民連携を実施） 

運営主体にかかわらず、医療も生活資源もすべて社会の公的資源とし

誰もが利用できる体制（オープンシステム）の構築 

障害者自立支援法による、市町村での精神障害者福祉業務の義務化 

町村部に精神保健福祉士が配置され主体的に業務を推進 

重層的な協議の場の形成 

 保健医療福祉圏域連携推進会議・精神保健医療福祉対策専門

部会・精神障害者地域移行ワーキングが連動し精神保健医療福祉

システムを検討 

 帯広市主催の自立支援協議会により、地域生活支援体制を整

備 

利用できる 

リソース 

制度のない時代から、地域のニーズに応じてリソースを創出 

地域企業（不動産等）や商工会等（まちづくりと障害者支援の協働） 

人材育成のための研修会を実施し、顔の見える連携を構築 

継続のポイント 人材育成 

地域ネットワーク（顔の見える連携）の更なる充実 

取組の効果 地域生活に必要な社会資源の創出 

精神科病床数、平均在院日数、長期入院者数の減少 

官民の連携強化 

住民理解の促進（住まい、就労の場、居場所等の提供） 

他の自治体で実施

するための 

ポイント 

保健所がイニシアティブを取り関係機関連携を推進する 

会議の運営については、戦略的なデータ分析・活用により地域課題を

共有化し、解決に向けた各関係機関の役割を明確化する 

市町村へのバックアップ体制の構築 

 

十勝圏域では、通院困難な人たちの早期受診や再発防止のため、保健所や町村の保健師、精神保

健福祉士による訪問活動や、圏域内の精神科医療機関の機能分化、精神科サテライトクリニックや

こころのデイケア（町村部での保健所デイケア）開設など、地域で精神科医療を適切に受けられる

体制の構築を図るとともに精神障害者に必要な地域生活資源の創設や人材の育成を重視してきた

こともポイントです。 
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政令都市レベル 

 
川崎市の取組：「全ての市民」を対象とした地域包括ケアシステム 

川崎市では、「全ての住民（全てのライフサイクル）」に対応した地域包括ケアシステムの構築を

目指した「地域包括ケアシステム推進ビジョン」を策定、７つの行政区ごとに保健所と福祉事務所

機能を統合した保健福祉センターを再編し、行政における地域包括ケアシステム構築の核として

地域みまもり支援センターを設置しています。 
地域みまもり支援センターは「個別支援の強化」と「地域力の向上」を２本柱とし、住民に身近

な総合相談の拠点の整備、見守り支援及びハイリスク者への介入等アウトリーチ支援を実施する

とともに、民間委託の相談支援事業所や地域包括支援センターなど支援機関との連携による個別

支援を積み上げながら地域での相談支援体制の整備をすすめています。併せて市内３圏域にそれ

ぞれ「更生相談所」及び「精神保健福祉センター」の一部機能を併せ持つ「地域リハビリテーショ

ンセンター」を設置し「地域みまもり支援センター」や関係機関・施設をバックアップする構造と

なっています。 
それぞれに、住民組織と連携したネットワークの構築にむけた取組が重視されています。 

 
直面する課題認識 生活圏域ごとの地域特性の違いに合わせた体制整備が必要 

住民の相談へのアクセス向上に関する課題 

課題解決への推進

力となった事項 

平成 26 年「自殺対策総合推進計画」策定作業にあたり、市総合振興計

画や障害者計画等との整合性をはかるとともに、公設リハビリテーシ

ョンセンターの実践の歴史を踏まえ、市長のリーダーシップによる「川

崎市地域包括ケアシステム推進ビジョン」と意図的に同調を図った 

（組織機構改革、人員配置、予算組換など） 

利用できる 

リソース 

公設リハビリテーションセンターにおける実践、人材育成の歴史 

政策立案できる行政専門職（医師、精神保健福祉相談員等） 

訪問支援による精神保健相談のノウハウ 

生活圏域ごとに構築された多職種多機関連携によるネットワーク 

継続のポイント 市内３圏域の地域リハビリテーションセンターによる各地域みまもり

支援センター等のバックアップ体制の構築 

取組の効果 重層化した支援体制の構築により、各機関の相談支援に携わるスタッ

フの間には「すべての市民には、なんらかの精神保健ニーズがあり、

精神保健アプローチが有効」との意識が醸成されつつある 

地域包括ケアの理念の確立（見える化） 

日常生活圏域における住民互助の働きかけ 

他の自治体で実施

するための 

ポイント 

保健所職員が、ハイリスク者のみならず日頃から直接支援(予防的介入

や再発予防のための訪問支援)を実施することにより、地域住民や関係

機関職員と信頼関係を構築していること 

妊婦から障害者・高齢者までそれぞれのライフステージに応じた相談
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支援には、「精神保健」の視点と精神保健福祉実践が重要であるという

認識を関係者間で共有していること 

公的アウトリーチの実践体制の確保 

 
川崎市の「地域マネジメント」のしくみの構築に際しては、「全市レベル」と「行政区レベル」

の二層による階層的なマネジメント体制が想定されており、小地域（日常生活圏域）における住民

ニーズに対する身近な「見守り支援」がその基盤となっています。 
また、各階層には、それぞれ公設リハビリテーションを担ってきた専門職を配置し、行政職とと

もに政策立案に関与していることが強みとなります。 
 

図表１：階層的なマネジメント体制の構築のイメージ 

 
（「川崎市地域包括ケアシステム推進ビジョン概要版」p10 より） 

 
 

市町村レベル 

 
小鹿野町（埼玉県）の取組：高齢者の地域包括ケアシステムによる精神障害への対応 

小鹿野町は山間部に位置し、高齢化・過疎化がすすみ医療や福祉資源が少ないなか、「保健師に

よる訪問活動」をベースに積極的な予防活動を行ってきました。その一つに、県内では初めての公

設精神障害者作業所（現、地域活動支援センター（委託））を設置し、精神保健ボランティアとと

もに運営をしてきました。平成 14 年度、国保町立病院に併設した保健福祉センター開設以降、

「住み慣れた地域で安心して暮らしたい」を合言葉とする高齢者支援としての地域包括ケアシス

テム構築がすすむなかで、精神障害のある住民についても「障害」を理由として排除せず、「あた

市役所

区役所A区

B区 C区
D区

F区
E区

生活レベルでの
小地域

a 地域

b 地域 d 地域c 地域
e 地域

f 地域g 地域

b 地域 c 地域 d 地域

e 地域f 地域

G区

g 地域a 地域
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りまえ」に生活支援を実践してきました。これらを支えているのは、予防に視点を置く保健師等の

訪問支援（個別支援）、住民主体の支え合い（小鹿野町高齢者見守りネットワーク会議）、入院時か

らの退院支援（本人・家族を交えたカンファレンス）のしくみです。保健・医療・福祉専門職によ

る「地域ケア会議」、システム会議（「包括ケア会議」、「介護保険運営協議会」）など既存の「協議

の場」を階層化し連動させることにより、埼玉県下で最も後期高齢者医療費が低い町（平成 26 年

度）となっています。 

 

直面する課題認識 精神科医療（リハビリテーションを含む）へのアクセス不良 

（自力で通院・通所できないケース） 

課題解決への推進

力となった事項 

既に高齢施策により展開している「地域包括ケアシステム」の活用 

在宅医療との連動 

住民参加の互助・共助のしくみ 

行政組織（保健福祉センター）を国保町立病院に併設し、物理的にも

より連携がしやすい環境を整えた（同一建物内に、医療と保健及び福

祉行政が併存） 

利用できるリソー

ス 

住民（住民参加型の健康づくり・メンタルヘルスの普及、精神保健ボ

ランティアによる障害者支援） 

町立病院、介護関連事業所 

既存の地域ケア会議、包括ケア会議、個別カンファレンス等 

※精神科領域の地域資源は、公設の小規模作業所から展開した地域活

動支援センター1 か所のみ 

継続のポイント 既存事業や既存の社会資源への統合 

個別支援（多職種連携）の「地域ケア会議」とシステム会議「包括ケ

ア会議」の連動 

その他、随時の担当者会議、ケース検討会議等「協議の場」、住民組織

等を活用した、町ぐるみでの顔の見える多機関多職種連携 

取組の効果 精神障害者、高齢期の精神・知的障害者、アルコール健康障害のある

高齢者等への支援も、住民として「あたりまえ」に提供 

国保医療費データの改善 

他の自治体で実施

するためのポイン

ト 

医療・介護、保険、保健・福祉の組織横断的な連携構築 

必要に応じて専門職が連携し、地域生活全般に関われる体制づくり 

保健師による訪問活動（地区診断、個別支援、住民との連携）の重視 

住民への働きかけによる互助・共助のしくみの強化 

 
小鹿野町では、高齢者支援の地域包括ケアシステムを基本構造として、「精神障害にも」、「あた

りまえ」に支援をしています。住民の精神科医療等へのアクセスが大きな課題であるため、訪問

（アウトリーチ）支援が基本となっています。  
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（３）アウトリーチ支援 
 

アウトリーチ支援の取組事例について、精神保健福祉センター、県、特別区、保健所を持たない市のレ

ベルで紹介します。いずれのアウトリーチ支援の取組でも、自治体がしっかりと関与することにより支援

の透明性や支援の質を担保しています。支援対象者個人をサポートするのみならず、アウトリーチという

支援形態を活かし、関係者の連携を強化しています。このようにして構築された連携は、「精神障害にも対

応した地域包括ケアシステム」に大いに寄与するものと思われます。 

 
精神保健福祉センターレベル 

 
岡山県精神保健福祉センター：多職種アウトリーチ支援を通じた地域マネジメント 

地方精神保健福祉審議会決定に基づき 2005 年度より県単独事業でアウトリーチ支援を開始し

ました。2011 年度からは、国の事業で診療所、病院委託を開始し、保健所と医療機関が連携し

て、その地域でアウトリーチ支援が行えるようになりました。精神保健福祉センターでは、多職種

アウトリーチチームによる地域支援を中心として、保健所・市町村支援をしつつ精神科病院でのア

ウトリーチ体制整備を支援し、専門職の人材育成、病院と地域との連携構築などの地域体制づくり

を行っていることが特徴です。保健所がゲートキーパー的機能を担い、市町村における未治療・治

療中断の精神障害者の情報を把握し、対応に困難をきたす事例がアウトリーチチームに依頼され

ます。依頼があったケースについては、アウトリーチチームに加えて、保健所、市町村、医療機関、

福祉サービス機関など、地域の支援者とネットワーク型のチームを作り、対象ケースを支援してい

ます。適宜ケア会議を行い、その地域での支援が定着したところで、チームによる支援は終了しま

す。遠方のケースについては、アセスメント訪問と事例検討会を行い、その後必要に応じたフォロ

ーアップがされています。 

 

直面する課題認識 家族会の要望もあり、未治療・治療中断等の事例への対応に迫られた 

課題解決への推進

力となった事項 

地方精神保健福祉審議会での方針決定 

全保健所を対象とした調査により、現場のニーズを把握 

国のアウトリーチ推進事業への参加 

精神障害者地域生活支援広域調整等事業の活用 

実績を数値化し、報告書として提出 

利用できる 

リソース 

精神保健福祉センター職員（県立施設の廃止に伴う職員の確保：従来

から訪問を実施） 

保健所保健師（従来から訪問による個別支援を重視） 

県内精神科医が訪問活動を積極的に行う風土 
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継続のポイント 保健所との関係強化 

 保健所からの要望により、アウトリーチチーム単独の訪問か

ら、チームと保健所が連携するネットワーク型のアウトリーチ支

援への転換（アウトリーチチームの活動の見える化） 

 保健所長会や保健課長会との協議の場を継続して活用 

 措置診察や研修会講師などの協力 

ネットワークとアウトリーチを中心的理念とした活動による人材育成 

アウトリーチの意義を数値化して示すこと 

取組の効果 アウトリーチ支援による入院期間の短縮、GAFスコアの改善 

保健所職員の育成や燃え尽き防止や市町村職員の人材育成 

訪問に関する所内職員のモチベーション向上・人材育成 

保健所や医療機関との連携強化 

他の自治体で実施

するための 

ポイント 

保健師や精神保健福祉相談員など、訪問スキルのある職員でチームを

作り、近いところから訪問支援を始める 

アウトリーチ支援のあり方について保健所との定期的な意見交換 

地域支援に関心がある精神科医の確保 

データベースの作成と実績提示による予算確保 

 
この取組では、アウトリーチチームが保健所等と協働で活動することにより、アウトリーチチー

ムの活動内容の透明性が確保され、地域のネットワーク形成につながりやすくなったことがポイ

ントです。このような工夫により、市町村等の人材育成にも効果が期待されます。 
 

図表２：ネットワーク型アウトリーチのイメージ 

  

精神保健福祉センタースタッフ 精神科医療機関スタッフ

保健所スタッフ 地域援助事業者スタッフ

支援対象者

アウトリーチ

精神保健福祉士等

相談支援専門員等

医師、精神保健福祉士等 支援チーム

保健師等

スタッフ派遣
スーパーバイズ

連
携
構
築
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県レベル 
 

和歌山県の取組：未受診者への積極的支援により精神保健福祉法第 34条の移送が減少 

和歌山県では、もともと精神保健福祉法第 34 条の移送が多いことが課題になっていましたが、

2011 年度に国の事業である精神障害者アウトリーチ推進事業をきっかけに、未治療・治療中断

者を中心としたアウトリーチチームを民間医療機関に委託して、本庁が進捗を管理し、保健所が支

援導入を担うという方法で支援を開始しました。同事業が終了した後も、様々な予算を取得して事

業を継続しています。保健所と本庁が管理することで、委託先の医療機関が自機関で抱え込むこと

なく、未治療・治療中断者を地域で支えるしくみをつくることができました。 

 
直面する課題認識 34 条移送が多く、その削減が課題 

未治療・治療中断者等の相談が多く、さらに増加傾向 

精神障害者が対象となる関連の事件が地域の苦情が多発問題に 

課題解決への推進

力となった事項 

2011 年度からの国の精神障害者アウトリーチ推進事業参加 

本庁が最初からしっかり関わり、委託先に丸投げにしなかった 

チームスタッフと保健所、本庁担当者による月 1 回評価会議を開催 

利用できる 

リソース 

県内の全保健所に精神保健福祉士が常勤配置されている 

本庁担当者（精神保健福祉士であり、専門的視点から事業の有用性に

ついて資料作成が可能） 

2014 年度～地域移行・地域生活支援事業、和歌山県精神障害者地域生

活支援体制整備事業 

2015 年度～地域医療介護確保基金、和歌山県精神障害者受療促進体制

整備事業 

2016 年度～地域移行・地域生活支援事業 

継続のポイント 保健所や本庁の担当者による積極的な関与 

保健所保健師が医療判断を中心に支援を行うことにより、身体合併症

の観察が行える 

支援開始時及び必要に応じた保健所職員の同行訪問 

取組の効果 移送の減少 

支援対象者の周辺住民が協力的になった 

医療が必要と思われた事例でも、生活支援により性急な医療導入の必

要がないことがわかった 

他の自治体で実施

するための 

ポイント 

精神保健福祉士の保健所への常勤配置 

本庁の担当者が現場の状況を十分に把握し、政策につなげること 

多職種チームの構築 

 
和歌山県では、様々な事業を有効活用し、業務委託をしたあとも自治体が実務関係者としっかり

連携していることがポイントです。  
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保健所を持たない市レベル 
 

尾道市の取組：限られたリソースを最大限に生かす 

尾道市では、2018 年より「こころサポート事業」として未治療・治療中断等、困難事例に対

する多職種アウトリーチを開始しました。社会福祉法人の精神保健福祉士 1 名が委託を受け、ケ

ースごとに保健師その他の支援関係者と多職種チームを結成し、支援を行っています。支援対象者

は、周囲との関係づくりや生活に困難があり、社会・医療から孤立している人や精神疾患が疑われ

る未治療者、医療中断者、自殺未遂者などです。こころサポート事業により、アウトリーチの強み

を活かした地域連携の強化ができています。一方で、往診に対応できる医師や、訪問看護師、相談

支援専門員は不足しており、山間部や島嶼部のニーズにどう対応するかなどについては今後の検

討課題としてあげられています。 

 
直面する課題認識 自立支援医療受給者、精神障害者保健福祉手帳所持者の増加 

未治療、治療中断、対応困難事例の増加 

困難事例への支援強化の必要性 

課題解決への推進

力となった事項 

市健康推進課職員の問題意識の高さ 

副市長の理解 

委託先と市との良好な関係 

利用できる 

リソース 

精神科病院１か所、精神科クリニック４か所、総合病院精神科 2 か所、

相談支援事業所 14 か所 

不足する精神科のリソースを補う積極的な連携姿勢 

継続のポイント 委託後も自治体が密接に関与するネットワーク体制構築 

多職種の支援効果への実感 

取組の効果 地域で支えるしくみの構築による各担当の負担感軽減 

課題の共有を基盤とした連携体制構築の必要性に関する意識の共有 

他の自治体で実施

するための 

ポイント 

自治体が支援チームにしっかり関与すること 

支援の提供を通じて地域の関係者間の連携を構築すること 

委託先でアウトリーチ業務に携わる職員には、支援・連携構築等に関

する高いスキルが求められることに留意すること 

 
事業が始まってまだ約１年ですが、支援を拒否していた人が訪問につながったケースや、障害福

祉サービスを申請し利用を開始できたケースもあり、目に見える成果が出ています。支援対象者の

社会参加（就職なども含む）、迷惑行為の減少や家族関係の修復など、医療面のみならず生活面で

もアウトリーチ支援の効果が見えてきています。 
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図表３：尾道市こころサポート事業スキーム 

 
 
 

（４）措置入院者の退院後支援 
 

措置入院者の退院後支援については平成 30 年度より診療報酬上も評価されることとなり、自治体によ

る精神障害者の退院後支援に関するガイドラインも発出されていますが、いくつかの自治体では、ガイド

ライン発出前より、地域のニーズに応じて措置入院者の退院後支援を実施していました。ここでは、その

なかから滋賀県の取組を紹介します。 

 
滋賀県の取組：退院後支援により、医療と地域の支援者の顔のみえる関係で再入院を予防 

滋賀県では、措置入院者に対し、入院初期から精神科病院と地域の支援機関が情報共有と連携を

強化して、退院後の地域での生活に必要なサービス等を調整することで、再入院を予防するための

支援を実践しています。入院時に多職種参加のカンファレンス等で病院と支援機関が情報共有し、

退院に向けて多機関による顔の見えるサポート体制が作られます。保健所等は可能な限り、退院時

カンファレンスまでに家庭訪問を行い、退院後の生活について環境整備を行っています。退院後

は、核となる地域の支援者を中心にそれぞれが役割分担し、連携を密に図りながら支援し、退院後

の生活援助や再発予防につなげています。精神科救急と退院後支援は「車の両輪」の関係にあると

考え、退院後支援により構築された連携を活かして、精神障害者を包括的に支援しています。 

現在の取組は、現状の人員・予算で法第 47 条に基づく相談支援活動の一環として実施してい

ます。退院後支援の充実のためには、「滋賀県精神障害者の退院後支援に関するマニュアル」を策

定することで、支援チームのメンバーがそれぞれの役割を確認しながら支援するしくみを作って

いくこととあわせて、継続的な支援を担う人材の育成や確保が必要になってくると思われます。  

健康推進課
事業全体の企画、調整、評価、見直し

等

合
同
ケ
ア
会
議

（
（
支
援
の
可
否
決
定
）

相
談
・
初
期
ア
セ
ス
メ
ン
ト

家
族
・
市
民
・
関
係
機
関
等

イ
ン
テ
ー
ク

アウトリーチチームによるサービス
（対象者個々によってチーム編成）

個別支援計
画の作成

サービス
の提供

モニタリング

ケア会議
・定例会議（月1回）
・随時

再アセスメント

・関係機関と
の調整

・サポートシス
テムの構築

業務報告 こころサポート事業
相談支援専門員

終了
・課題が解決したとき
・要介護状態で「精神症状ケア＜身体症状ケア」のとき
・医療や福祉サービスを継続利用できるようになったとき
・市外転居など

〇庁内関係部署
〇関係機関等

・医療機関
・保健所
・包括支援センター
・教育機関
・福祉事業所等

関係機関、保健事業課、こころサポート
事業相談支援専門員で検討



    

208 
 

直面する課題認識 県の措置入院者の対応件数が年々増加していた 

2013 年度に実施した精神科病院の実態調査で、約 3 割の措置入院者が

退院後の地域生活支援につながっていないことが判明 

課題解決への推進

力となった事項 

通常業務での困りごとに対し、状況改善を目的に、精神保健福祉セン

ター主導により措置入院者フォローアップ体制調査研究事業として支

援を開始 

利用できる 

リソース 

精神保健福祉センター（救急情報センターを有し、精神保健福祉法に

基づく申請・通報に関する情報を集約している） 

保健所（法第 47 条に基づく相談支援と平日日中の通報対応を行ってい

る） 

精神医療センター（精神保健福祉センターと同じ敷地にあり、日常的

に緊密に連携している） 

滋賀のみんなでつくる地域精神保健医療福祉チーム（各圏域における

中核的人材が核となり、入院から地域生活を支える支援やしくみを医

療・福祉・行政・当事者が協働して相互理解と連携を図っている） 

継続のポイント 精神科救急と退院後支援は精神障害者支援において「車の両輪」と考

え、医療と保健福祉関係者の顔の見える関係を基盤とした包括的な関

わりを、行政マネジメントで行っている 

現在の取組を、保健所・精神保健福祉センター・精神科医療機関の通

常業務としてとらえている 

取組の効果 措置入院者のほとんどに、保健所・精神保健福祉センターが入院中か

ら何らかの関与・支援を行っている 

他の自治体で実施

するための 

ポイント 

自治体機関が地域マネジメント機能を担い、支援者・病院のスタッフ

がともに感じている課題を明確化（調査・データまとめ等）する 

関係機関の担当者が目的を共有・意見交換できる場づくりを行ない、

マニュアルの整備等を行う 

 
滋賀県では、退院後支援や精神科救急システムを活用して地域支援機関でのネットワークを作

り、自殺対策、ひきこもり対策、退院促進対策等も含め、精神障害にも対応した地域包括支援シス

テム構築をすすめています。 
 
 

（５）地域移行支援 
 

地域移行の推進のためには、保健所が積極的に参画することが求められています。ここでは、県型保健

所が事務局を担って、圏域の全病院、相談支援事業所、圏域内の全市町が参加して精神障害者の地域移行

に取り組んでいる事例を紹介します。 
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兵庫県豊岡保健所の取組：ピアサポーターを活用した地域移行のシステム構築 

豊岡保健所では、保健所が事務局を担い、圏域全病院、相談支援事業所、圏域内全市町が参加し

て、精神障害者の地域移行に取り組んでいます。取組の目標や運営方法については、病院長等、各

組織の責任者で構成される年 2 回の協議会、毎月実施される実務者で協議して決めています。長

期入院患者の意欲喚起と個別支援では、相談支援事業所に雇用されているピアサポーターも活躍

しています。 

この取組を可能とした背景要因としては、2012 年度から地域移行支援が個別給付化されたこ

とや、2014 年に精神保健福祉法が改正され、病院管理者に退院促進の努力義務が課せられ、運

営指針にピアサポーターの活動が記載されるなど退院促進に向けた国の姿勢が明確となったこと

などが挙げられます。まず、保健所が圏域精神科病院の責任者に地域移行の基本方針を説明し、実

施の合意を得るところから始め、2014 年度の途中から、地域移行にピアサポーターを雇用して

取り組む相談支援事業所を選定し、保健所と協働でピアサポーターの養成に取り組みました。全病

院において患者対象とした退院意欲喚起のための院内説明会を開始し、病院から提出された退院

候補者リスト患者に個別面接をし、地域移行申請の働きかけを行うという、きめ細かな対応が行わ

れており、圏域内のみで年間 20 例以上もの地域移行申請が行われています。 

 
直面する課題認識 地域移行が進んでいないこと 

病院が病院機能の転換方針を打ち出せないでいること 

課題解決への推進

力となった事項 

保健所が制度やピアサポーターについての理解を深めたこと 

保健所が地域移行について関係機関に必要性を明確に提示し、具体的

方法を示し、積極的に他機関と協働したこと 

保健所が持っているデータを分析し、関係機関と具体的目標設定をし、

目標達成のための働きかけを継続したこと                 

精神障害当事者をピアサポーターとして雇用し、相互支援モデルを提

示する事で、病院行政福祉関係者の精神障害者感をポジティブに変化

させるとともに、地域住民の差別意識の解消にある程度成功したこと   

利用できる 

リソース 

障害者総合支援法の地域移行支援個別給付 

国事業と保健所独自（重要施策）予算 

継続のポイント 具体的成果（退院）をあげ、マスコミを通じた成果のＰＲにより事業

の社会的認知度を高める 

政策的位置づけを明確にし、継続的に国や県の補助予算を獲得する 

地域移行が進むにつれて、やや重症な患者が対象となることから、地

域の支援力の向上が必要 

入院患者の減少に対応した病院の経営方針の転換 

取組の効果 2014 年の 1年以上入院患者は 377人であったが、2018 年には 291 人と

なり、86 人減少し、国が求めている地域移行目標を既に達成している 

他の自治体で実施

するための 

ポイント 

長期入院患者の地域移行に積極的な病院を開拓する 

地域移行を担いピアサポーターを雇用する相談支援事業所の発掘と支援 

保健所の制度の理解促進と経験の蓄積 
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（６）精神科医療機関と地域の連携 
 

精神障害者にも対応した地域包括ケアシステムにおいては、精神科医療をはじめとする医療が適切に関

与することが不可欠です。精神障害は、疾病と障害が併存するという特徴があり、障害の程度は病状に大

きく影響されます。また、地域での対応困難ケース、引きこもりや虐待事例等のなかには、精神科医療の

関与が望ましいケースも多く、精神障害が疑われながらも医療へのアクセス手段がなく家族が抱え込んで

しまう場合もあります。このように、精神障害者やその家族が地域で安心して暮らすためには、適時適切

な精神科医療の関与が非常に重要です。ここでは、精神科病院と保健所が密接に連携して地域の課題に対

応している地域を紹介します。 

 
八王子市（中核市）の取組：精神科病院と保健所の密接な連携で困難事例に対応 

2014 年度の改正精神保健福祉法施行に伴い、保健所職員が市内 17 病院を訪問して退院調整

機能に関してヒアリング調査を実施し、保健所に期待される役割として個別支援強化と連携、関係

機関ネットワークの推進、とりわけ受診受療に関する医療導入支援への期待が高いことが明らか

になりました。家族対応困難事例関連の事件を契機に地域の困難事例対応が議会から求められて

いたこともあり、都の補助を活用して 2016 年に保健所と市内の精神科病院の連携によるアウト

リーチの取組を開始しました（八王子市精神障害者早期訪問支援事業）。保健所の精神保健相談を

活用し、未治療、治療中断等で地域生活困難な事例を主な支援対象としており、医療導入のみなら

ず、生活支援や家族支援にも力を入れています。 

早期訪問支援事業を市内の複数の医療機関に協力依頼し、それぞれの医療機関から精神保健福

祉士を 1 名ずつ派遣するしくみとし、保健所保健師とともに訪問支援を行っていることが特徴で、

病院医師による事例検討やスーパーバイズも実施されています。カンファレンス、カンファレンス

後の保健師のマネジメント、事業連絡調整会議、事業運営評価会議などにより、丁寧に関係者間の

合意形成をはかりながら事業が進められています。 

 

直面する課題認識 未治療・治療中断等精神保健相談の増加 

地域の困難事例の医療導入などに迅速に対応する必要性 

課題解決への推進

力となった事項 

市議会と市が早期支援の必要性を理解していた 

市内病院調査で医療導入支援の意義が理解された 

都の政策（早期訪問支援事業）による財政支援が活用できた 

都精神保健福祉センターの技術援助を得られた 

4 回にわたる病院と保健所の合同準備会で、地域の課題や実際の動き

方について丁寧に検討した 

利用できる 

リソース 

市内の複数の精神科病院 

市保健所の保健師の日常的な訪問指導 

東京都の障害者施策推進包括補助項目「精神障害者アウトリーチ支援

事業」による財政的裏付け 
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継続のポイント 事業実施要綱の整備 

精神保健福祉センターのバックアップ 

ケースカンファレンスや事業連絡調整会議、事業運営評価会議などで

の関係者による合意形成 

取組の効果 精神科医療へのアクセス改善 

家族支援の強化 

保健所と病院の連携強化 

多職種の視点が加わったことによるアセスメント力の向上 

困難事例や医療中断の問題等、地域の課題を共有しやすくなった 

「顔が見える関係」ができた 

病院職員が地域で生活する精神障害者と家族の実情についての理解

を深めた 

他の自治体で実施

するための 

ポイント 

調査報告などを用いて事業の必要性について関係者間の合意形成を

図ること 

精神保健福祉センターなどによる技術支援が得られること 

保健所が適切な事例を選択でき、医療導入後もフォローできること 

精神科病院の精神保健福祉士が組織の合意を得て事業に参加し、地域

精神保健福祉の現場臨床を経験すること 

 
図表４：八王子市精神障害者早期訪問支援事業の流れ 
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